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た
、
建
物
関
係
で
も
70
件
以
上
の
被
害
が
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
見
舞

い
と
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で
す
。

さ
て
、今
地
方
都
市
に
お
い
て
は「
人
口
減
少
」

に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
当
市
に
お
い
て
も

少
子
化
の
進
展
と
高
齢
化
率
が
35
％
を
超
え
る
超

高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
地
方
の
生
き
残
り

を
か
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

を
迎
え
た
と
考
え
ま
す
。

地
方
創
生
が
叫
ば
れ
、人
口
減
少
問
題
が
社
会

的
に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
か
、本

市
も
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
立
て
、

人
口
増
に
向
け
た
取
組
が
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
も
、
議
決
機
関
と
し
て
の
役
割

や
行
政
の
監
視
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
任
を
得
て

選
ば
れ
た
久
保
田
章
市
市
長
と
車
の
両
輪
と
な
っ

て
、
市
政
発
展
に
尽
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
公
共
団
体
の

自
己
決
定
権
が
拡
大
す
る
な
か
、
団
体
意
思
の
決

定
を
行
う
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
中
に
は
「
議
会
の
活
動
が
分
か
り
に
く

い
。｣

と
い
う
声
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
ま

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
市
議
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
、
新
議

員
５
名
を
含
む
24
名
の
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

す
で
に
、
12
月
１
日
発
行
の
市
議
会
だ
よ
り
で
も

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
11
月
臨
時
会

で
議
長
に
私
、
川
神
が
、
副
議
長
に
田
畑
敬
二
議

員
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
常
任
委
員
会
な

ど
の
構
成
や
正
副
委
員
長
も
決
ま
り
、
新
た
な
市

議
会
の
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
、
７
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
人
的
被

害
は
な
か
っ
た
も
の
の
土
木
関
係
・
農
林
関
係
合

わ
せ
て
千
か
所
以
上
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま

す
。
そ
う
し
た
声
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
市
議

会
は
、
常
に
「
開
か
れ
た
議
会　
見
え
る
議
会
」

を
め
ざ
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
広
報
広
聴
活

動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
議
会
や
議
員
に
対
し
て
率
直
な
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
見
を
も
と

に
、
政
策
や
議
会
改
革
に
つ
い
て
議
会
で
の
論
議

を
す
る
こ
と
が
、
議
会
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

も
な
り
、
ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
議
員
個
々

の
資
質
の
向
上
、
ひ
い
て
は
議
会
の
機
能
の
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
議
会
や
議
員
へ
積
極
的
に
意
見
を
投
げ
か

け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

合
併
特
例
措
置
終
了
後
の
財
政
運
営
を
は
じ

め
、課
題
や
懸
案
事
項
も
多
々
あ
り
、浜
田
市
を
取

り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、市
議
会
は
、「
全
て
の
市
民
が
安
全
で
、安

心
し
て
、幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」浜
田
市

を
目
指
し
、議
員
が
一
致
団
結
し
、こ
れ
ま
で
以
上

に
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
議
会

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
引
き
続
き
市
議

会
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ン
大
橋
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
年
３
月
３
日
㈯
に
は
、
第
３
回
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
内
容
を
見
直
し
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
月
に
は
、
新
た
に
２
つ
の
認
可
保
育
所
の
開

所
と
、
１
つ
の
認
可
保
育
所
の
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
う
定
員
増
に
よ
り
待

機
児
童
の
解
消
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
月
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
適
正
な
配
置

及
び
整
備
に
つ
い
て
」
の
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
答
申
を
踏
ま
え
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

７
月
に
は
、
４
日
深
夜
か
ら
５
日
に
か
け
て
、

島
根
県
西
部
は
記
録
的
な
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
本
市
で
は
、
５
日
未
明
に
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
を
発
令
し
、
早
朝
に
は
、
気
象
庁
か
ら
「
大

雨
特
別
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
幸
い
人
的

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
道
路
や
農
地
な

ど
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
８
月
17
日

に
は
「
災
害
復
興
室
」
を
設
置
し
、
現
在
復
旧
作

業
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

９
月
に
は
、
本
市
に
「
地
域
活
性
学
会
」
を
誘

致
し
、
島
根
県
立
大
学
を
会
場
に
第
９
回
研
究
大

会
が
開
催
さ
れ
、
市
外
、
県
外
か
ら
多
く
の
人
が

来
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
に
は
、「
秘
境
奥
島
根
や
さ
か
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ニ
ッ
ク
in
浜
田
２
０
１
７
」
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
２
３
９
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
参
加

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
30
年
の
初
春
を
迎

え
ら
れ
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
10
月
の
市
長
選
挙
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
２
期
目
の
市
政
運
営

に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
期
目
の
市
政
運
営
で
は
、
引
き
続
き
「
元
気

な
浜
田
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
昨
年
１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
。

１
月
、
島
根
県
立
大
学
生
で
あ
っ
た
平
岡
都
さ

ん
が
被
害
に
遭
っ
た
事
件
が
、
被
疑
者
死
亡
に
よ

る
不
起
訴
と
い
う
形
で
終
結
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
事
件
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ

う
、
引
き
続
き
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
月
に
は
さ
ら
に
、
運
転
免
許
自
主
返
納
者
に

対
す
る
敬
老
乗
車
券
の
無
料
交
付
を
始
め
ま
し

た
。
今
後
も
高
齢
者
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、交
通
手
段
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
月
に
は
、
第
２
回
目
の
「
山
陰
浜
田
港
マ
リ

者
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
萩
・
石
見
空
港
東
京
便
の
１
日
２
往
復

の
２
年
間
の
継
続
が
決
定
し
ま
し
た
。
島
根
県
西

部
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
今
後
も
地
域
一

体
と
な
っ
て
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
浜
田
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
と
衆

議
院
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
運
用
を

開
始
し
た
、
全
国
初
の
「
移
動
期
日
前
投
票
所
」

を
活
用
し
、
投
票
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

11
月
に
は
、
地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会
が
島
根

県
で
開
催
さ
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
本
市

に
お
い
て
も
県
内
外
の
地
域
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
長
年
、
石
見
神
楽
の
保
存
継
承
に
功

績
の
あ
っ
た
浜
田
石
見
神
楽
社
中
連
絡
協
議
会
が

高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸
能
賞
を
受
賞
し
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
に
は
、
三
隅
町
出
身
の
画
家
、
故
石
本
正

先
生
が
生
前
に
使
用
し
て
お
ら
れ
た
ア
ト
リ
エ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
施
設
を
石
正
美
術
館
内
に
再
現
す

る
た
め
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
故
石
本

正
先
生
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
施
設

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
浜
田
市
は
、
来
年
、
開
府
４
０
０
年
を

迎
え
ま
す
。
開
府
４
０
０
年
に
向
け
、
浜
田
城
周

辺
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
開
府
４
０
０
年

記
念
事
業
の
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か

ら
お
祈
り
し
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

浜
田
市
議
会
議
長

　川
神 

裕
司

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ
浜
田
市
長

　久
保
田 

章
市
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７
月
７
日　
浜
田
市
山
藤
功
奨
学
金
制
度
を
創
設
…
（
写
真
⑦
）

７
月
８
日　
島
根
大
学
と
の
包
括
的
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
地
域
を
知
る

特
別
講
座
「
浜
田
学
」
が
開
講

７
月
10
日　

C
O

O
L C

HO
IC

E

を
宣
言
…
（
写
真
⑧
）

７
月
21
日　
浜
田
港
国
際
定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
に
７
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
コ
ン

テ
ナ
船
が
就
航
…
（
写
真
⑨
）

７
月
29
日　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
行
政
視
察
団
が
来
浜
、
雲
城
公
民

館
・
白
砂
公
民
館
を
訪
問

８
月
10
日　
分
庁
舎
利
用
を
目
的
に
、
元
浜
田
警
察
署
の
用
地
・
建
物
を

取
得

８
月
10
日　
島
根
県
立
大
学
支
援
協
議
会
が
島
根
県
立
大
学
に
学
部
増
設

の
要
望
書
を
再
提
出

８
月
15
日　
沖
合
底
曳
網
漁
船
リ
シ
ッ
プ
実
証
事
業
が
完
了

８
月
26
日　
ク
ル
ー
ズ
客
船「
飛
鳥
Ⅱ
」が
浜
田
港
に
入
港
…（
写
真
⑩
）

９
月
１
日　
地
域
活
性
学
会
研
究
大
会
が
島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ

　
～
３
日　
ス
で
開
催
…
（
写
真
⑪
）

９
月
24
日　
「
教
育
を
通
じ
た
地
域
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催

９
月
24
日　
ア
ク
ア
み
す
み
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
千
葉
す
ず
さ
ん
、

山
本
貴
司
さ
ん
、
柴
田
亜
衣
さ
ん
、
寺
川
綾
さ
ん
が
来
浜
…

（
写
真
②
）

10
月
１
日　
秘
境
奥
島
根
や
さ
か
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ニ
ッ
ク
in
浜
田
２
０
１
７

が
開
催
…
（
写
真
①
）

10
月
２
日　
弥
栄
野
菜
生
産
者
協
議
会
が
設
立

10
月
４
日　
萩
・
石
見
空
港
東
京
線
２
便
化
継
続
が
決
定

10
月
15
日　
浜
田
市
長
選
挙
及
び
浜
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
…
（
写
真

⑫
）

10
月
16
日　
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の
生
息
地
を
保
全
す
る
妖
精
の
守
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
立
記
念
講
演
会
が
開
催
…
（
写
真
⑤
）

10
月
26
日　
県
大
生
事
件
解
決
後
、
初
の
浜
田
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り

推
進
大
会
を
開
催

10
月
28
日　
し
ま
ね
子
育
て
フ
ェ
ス
in
い
わ
み
が
開
催

11
月
５
日　
日
本
の
祭
り
in
し
ま
ね
２
０
１
７
が
開
催

11
月
８
日　
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
行
政
視
察
団
が
来
浜

12
月
17
日　
浜
田
城
天
守
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
な
ど
を
一
般
公
開

12
月
21
日　
「
浜
田
港
の
海
上
自
衛
隊
艦
艇
物
資
補
給
基
地
と
し
て
の
活

用
」
要
望
書
を
防
衛
省
・
地
元
選
出
国
会
議
員
に
提
出

　

月
日　
　
　
　
　
　
　

主
な
で
き
ご
と

１
月
４
日　
ふ
る
さ
と
寄
附
を
活
用
し
た
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業  

を
開
始

２
月
５
日　
浜
田
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
「
人
づ
く
り
・
郷
づ
く
り
交

流
会
」
を
開
催

２
月
25
日　
護
衛
艦
「
ま
つ
ゆ
き
」
が
浜
田
港
に
入
港

２
月
26
日　
島
根
県
環
境
保
健
公
社
浜
田
支
所
が
移
転
し
、
新
社
屋
竣
工

３
月
６
日　
美
又
温
泉
再
生
の
取
組
を
報
告
す
る
美
又
地
域
成
果
発
表
会

が
開
催

３
月
10
日　

郵
便
局
と
「
地
域
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」「
災
害

発
生
時
に
お
け
る
浜
田
市
と
郵
便
局
の
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結

３
月
15
日　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
ざ
の
里
が
竣
工

３
月
29
日　
日
本
下
水
道
事
業
団
と
「
下
水
道
施
設
の
復
旧
支
援
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結

４
月
１
日　
マ
マ
ケ
ア
Ｍ
Ｉ
Ｗ
Ａ
助
産
院
に
お
い
て
浜
田
市
産
後
ケ
ア
事

業
開
始

４
月
１
日　
島
根
県
立
大
学
新
学
長
に
清
原
正
義
さ
ん
が
就
任

４
月
１
日　
み
の
り
第
２
保
育
園
・
上
府
保
育
園
が
開
園

４
月
５
日　
浜
田
柿
加
工
場
の
竣
工
式

４
月
６
日　
浜
田
城
が
続
日
本
１
０
０
名
城
に
選
定

４
月
16
日　
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ラ
リ
ーSam

urai Challenge

が
来
浜

５
月
14
日　
県
道
田
所
国
府
線
（
大
金
・
宇
野
２
工
区
）
の
通
り
初
め
式

５
月
23
日　
島
根
県
・
石
央
森
林
組
合
・
山
陰
合
同
銀
行
と
森
林
保
全
活

動
に
関
す
る
協
定
を
締
結（
11
月
25
日
旭
町
で
植
樹
）…（
写

真
⑥
）

５
月
24
日　
長
野
県
の
野
村
農
場
が
新
会
社
Ｔ
Ｃ
浜
田
農
場
㈱
を
設
立
し
、

浜
田
市
進
出
を
発
表

６
月　
　
　

TW
ILIG

HT EXPRESS

瑞
風
の
運
行
に
伴
い
、
沿
線
で
お

も
て
な
し
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
…
（
写
真
④
）

６
月
29
日　
ク
ル
ー
ズ
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」
が
浜
田
港
に
入
港

７
月
５
日　

７
月
４
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
気
象
庁
が
中
国
地
方
初
の
大

雨
特
別
警
報
を
発
表

７
、３
５
０
世
帯
１
５
、６
９
９
人
に
避
難
勧
告
等
を
発
令

（
８
月
17
日
災
害
復
興
室
を
設
置
）
…
（
写
真
③
）

（写真⑤）ハッチョウトンボの生息地を保全する妖精の守人プ
ロジェクト設立記念講演会（講師 養老孟司さん）

（写真⑥）森林保全活動に関する協定に基づく植樹 （写真④）TWILIGHT EXPRESS瑞風の運行に伴う長浜小学校のおも
てなし活動

（写真⑪）地域活性学会研究大会が島根県立
大学浜田キャンパスで開催

（写真⑩）クルーズ客船「飛鳥Ⅱ」が浜田港
に入港

（写真⑫）久保田市長 再選後初登庁

平成29年
浜田市の

（写真①）秘境奥島根やさかウルトラマラニックin浜田2017

（写真③）７月４日からの大雨による被害（弥栄町三里） （写真②）アクアみすみ20周年記念イベント

（写真⑨）浜田港国際定期コンテナ航路に
700TEU型コンテナ船が就航

（写真⑧）COOL CHOICEを宣言 （写真⑦）浜田市山藤功奨学金制度を創設

主なできごと
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２月９日　ふるさと弥栄振興公社のどぶろく「弥
盛（青）」が全国どぶろく研究大会in
南島原 淡麗の部で最優秀賞を受賞

４月23日　弥栄中学校が平成29年度子供の読書
活動優秀実践校文部科学大臣表彰を
受賞…（写真①）

７月30日　浜田水産高校カッター部が全国水産・
海洋高等学校カッターレース大会で
第３位…（写真②）

９月29日　弥栄中学校が第48回博報賞「国語・
日本語教育部門」を受賞…（写真①）

９月30日　浜田市消防団女性分団が第23回全国
女性消防操法大会敢闘賞を受賞…
（写真③）

10月21日　フランスのナント市において、日本
とフランスの障がい者の芸術・文
化・国際交流事業「障がい者による
舞台芸術公演」が開催され、石見神
楽を上演…（写真④）

11月４日　浜田石見神楽社中連絡協議会が「高
円宮殿下記念地域伝統芸能賞」を受
賞　

11月５日　キックボクサー寺戸伸近選手（三隅
町出身）が第５代Krush-55㎏王座
２度目の防衛…（写真⑤）

浜田市山藤功奨学金給付者募集
　浜田市出身の故山藤功さんのご遺志を受け継がれた
山藤法子さんからのご寄附を原資とした、返還の必要
がない給付型の「山藤功奨学金」の平成30年度奨学生
を募集します。
対象
・保護者が浜田市に住所を有する人
・本年４月に学校教育法に基づく大学に進学予定の人 
・保護者の収入又は所得が要項で定める基準以下の人
・人物が良好で学業成績が優秀な人
募集人員　２人
支給金額　月額３万円　
支給期間　大学在学の４年間とし、年２回、４月（初

年度は７月）と10月に半年分ずつ支給します。

　この奨学金制度は、優れた素質と向学心を持ちながら、経済的な理由により修学が困難な学生に対し、
学業に専念できるよう修学を支援することを目的としています。
問い合わせ先　本庁教育総務課総務企画係（☎�９７００）

浜田市奨学金貸与者募集
対象
・保護者が浜田市に住所を有する人
・本年４月に学校教育法に基づく高等学校、中等教

育学校（後期課程に限る。）、高等専門学校、大学、
短期大学、専修学校（専門課程に限る。）に進学
予定の人 

・保護者の収入又は所得が要項で定める基準以下の
人

・人物が良好で学業成績が優秀な人
募集人員　
○高等学校・中等教育学校（後期課程）及び高等専

門学校　　　　　　　　　　　　　10人程度
○大学・短期大学及び専修学校（専門課程）　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　20人程度
貸与額　年２回、４月（初年度は７月）と10月に半

年分ずつ貸与します。
○高等学校・中等教育学校（後期課程）及び高等専

門学校　　　　　　　　　　　　　月額１万円
○大学・短期大学及び専修学校（専門課程）
　　　　　　　　　　　　　　　　　月額３万円
利息　無利息
返還期間　卒業の翌月から２年を経過した後、次の

期間内に返還していただきます。
○高等学校・中等教育学校（後期課程）及び高等専

門学校　　　　　　　　　　　　　６年
○大学・短期大学及び専修学校（専門課程）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　12年
※　卒業後一定期間浜田市に在住し、就労すること

などにより一部返還が免除される場合もありま
す。

申請方法
募集期間　１月10日㈬～３月30日㈮
応募方法　申請書に必要事項を記入の上、必要書類を

添えて、募集要項にある提出先に提出してください。
※　募集要項・申請書は、卒業又は卒業見込みの高等

学校、浜田市教育委員会教育総務課（各支所教育委
員会分室）にあります。また、市ホームページから
ダウンロードもできます。

※　ほかの奨学金との併用も可能です。ただし、市が
行うほかの奨学金との併用はできませんが、申請は
可能です。

※　保護者の経済状況の急激な変化により修学が困難
になった人を対象とする浜田市緊急奨学金貸与者は
随時募集しています。詳しくは、浜田市教育委員会
教育総務課までお問い合わせください。　

領家典子さん（弥栄中２年）

高円宮杯全日本中学校英語弁論大会
東京都：11月22日～24日

（写真③）全国女性消防操法大会で敢闘賞を受賞した
浜田市消防団女性分団

（写真②）全国水産・海洋高等学校カッターレース大会
で第３位の浜田水産高校カッター部

全国で活躍された
皆さんを紹介します

（写真④）フランスのナント市で開催された「障がい
者による舞台芸術公演」で石見神楽を上演
した皆さん（撮影：松永育子さん）

（写真①）子供の読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰
と第48回博報賞を受賞した弥栄中学校

（写真⑤）第５代Krush-55㎏王座を防衛した寺戸伸近
選手（撮影：川野茂行さん）

平成30年度　奨学生を募集します

全国大会出場
おめでとうございます
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所信表明 ７つの重点政策と４つの重要事項

行
政
を
取
り
巻
く
課
題
は
、
近

年
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
お
り
ま

す
。本

任
期
に
は
、
県
の
協
力
も
得

な
が
ら
近
隣
市
町
と
連
携
し
、
島

根
県
西
部
の
中
核
都
市
と
し
て

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、

課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

議
員
並
び
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

な
施
策
を
検
討
い
た
し
ま
す
。
本

市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
は
、
上

水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
の
統

合
で
、
水
道
料
金
の
見
直
し
を
せ

ざ
る
を
得
ず
、
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
の
県
一
元
化
で
、
国
民

健
康
保
険
料
の
見
直
し
も
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
）
10
月

に
は
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
市
民
負

担
の
急
激
な
増
加
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。こ

う
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
市

民
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

「（
仮
称
）
稼
い
で
生
活
安
定
化
事

業
」
の
創
設
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
企
業
誘
致
や
遊

休
資
産
の
有
効
活
用
な
ど
に
よ
り

新
た
に
確
保
し
た
財
源
を
「（
仮

称
）
市
民
生
活
安
定
基
金
」
に
積

み
立
て
、
水
道
料
や
国
民
健
康
保

険
料
の
値
上
げ
抑
制
の
た
め
の
財

源
と
し
て
活
用
す
る
も
の
で
す
。

ふ
る
さ
と
郷
育
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
域
の
教
育
資
源
で
あ
る「
ひ

と
・
も
の
・
こ
と
」
を
活
用
し
た

体
験
活
動
や
行
事
へ
の
参
加
・
参

画
を
推
進
し
、
子
ど
も
も
大
人
も

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
が
高
ま
る
よ

う
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

浜
田
市
は
貴
重
な
歴
史
的
資
料

や
文
化
財
が
あ
る
歴
史
の
あ
る
ま

市
周
辺
部
の
中
山
間
地
域
に

は
、
交
通
手
段
の
確
保
、
耕
作
放

棄
地
、
有
害
鳥
獣
被
害
、
草
刈
り

な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
対
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が

各
地
で
発
生
し
、
防
災
・
減
災
対

策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
取
組
が
必
要
で

す
。
支
所
へ
の
消
防
職
員
の
配
置

本
市
の
財
政
状
況
は
、
財
政
健

全
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
大
き

く
改
善
し
、
平
成
28
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
は
、
県

内
８
市
の
中
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

今
後
は
、
収
支
や
財
政
指
標
は
悪

化
す
る
見
通
し
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
公
共

施
設
再
配
置
実
施
計
画
」
に
基
づ

き
、
公
共
施
設
の
整
理
に
取
り
組

む
な
ど
、「
行
財
政
改
革
実
施
計

画
」
を
確
実
に
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
。
遊
休
施
設
の
解
体
経
費
な

ど
に
充
て
る
基
金
の
造
成
を
検
討

し
、
遊
休
財
産
の
積
極
的
な
売
却

や
貸
付
を
進
め
る
な
ど
、
更
な
る

自
主
財
源
の
確
保
と
経
費
節
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
、
全
庁
的
な
事

務
事
業
量
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、今
後
、調
査
結
果
に
基
づ
き
、

新
た
な
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

し
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

城
山
公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
２
年
後
、
２
０
１
９
年
（
平

成
31
年
）
秋
頃
を
目
途
に
、
整
備

を
完
了
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
中
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
検
討
、
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

浜
田
港
に
お
い
て
は
初
と
な
る

外
国
船
籍
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
入
港

し
ま
す
。
ま
た
、
萩
・
石
見
空
港

の
２
便
化
の
定
着
に
向
け
、
首
都

圏
か
ら
の
更
な
る
イ
ン
対
策
に
も

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
県
西
部
の
観
光
資
源
の
見
直

し
と
情
報
発
信
が
重
要
で
あ
り
、

県
や
近
隣
市
町
と
も
連
携
し
、
広

域
で
の
観
光
戦
略
を
立
て
、
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

世
界
中
の
人
が
東
京
に
集
ま
る

せ
っ
か
く
の
機
会
で
あ
り
、
開
催

中
に
石
見
神
楽
の
公
演
が
で
き
な

現
制
度
の
期
限
は
、
２
０
２
０

年
（
平
成
32
年
）
３
月
で
あ
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
か
ら
検
討
を
開

始
し
、遅
く
と
も
期
限
の
半
年
前
、

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
）
９
月

議
会
ま
で
に
は
方
向
性
の
ご
承
認

を
得
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
重
要
と
考
え
る

４
点
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

ち
で
す
。
約
１
３
０
０
年
前
の
律

令
の
時
代
、
石
見
の
国
の
国
庁
が

あ
り
、
江
戸
時
代
の
１
６
１
９
年

に
浜
田
藩
が
成
立
し
、
北
前
船
も

寄
港
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
３
年

に
は
、
浜
田
県
の
県
庁
も
置
か
れ

ま
し
た
。

「（
仮
称
）浜
田
歴
史
資
料
館
」は
、

歴
史
文
化
の
保
存
と
継
承
、
ふ
る

さ
と
郷
育
の
拠
点
に
な
る
も
の
で

あ
り
、
将
来
の
浜
田
市
に
と
っ
て

必
要
な
施
設
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
整
備
費
用
や
立
地
場
所
な
ど

を
再
検
討
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
案
を
作
成

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
進
め
、
自
治
区
の
防
災
体
制
の

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
防

災
組
織
の
設
立
・
育
成
、
住
民
参

加
型
の
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
に

よ
り
、
一
層
の
防
災
・
減
災
対
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
か
、
石
州
和
紙
を
賞
状
な
ど
に

使
っ
て
も
ら
え
な
い
か
な
ど
、
関

係
方
面
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。

去
る
10
月
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
支
持
を
賜
り
、
再
度
、
浜

田
市
長
と
し
て
市
政
運
営
に
当
た

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
浜
田

を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
浜
田
市

の
更
な
る
発
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
12
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に

当
た
り
、久
保
田
章
市
市
長
が
所
信
表
明
を
行
い
、

今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を

述
べ
ま
し
た
。

本
市
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は

「
人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
経
済

の
縮
小
」
と
考
え
、
１
期
目
の
市

政
運
営
で
は
、「
産
業
振
興
、
企

業
誘
致
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
場
の

確
保
」、「
子
育
て
支
援
、
教
育
の

充
実
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
３
つ
の

重
点
政
策
に
つ
い
て
様
々
な
施
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
定
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
も
の

や
、
積
み
残
し
た
課
題
も
あ
り
ま

す
。

水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
１
期
目
に
引
き
続
き
、
高
度

衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の
整
備

に
取
り
組
み
、
し
ま
ね
お
魚
セ
ン

タ
ー
や
公
設
水
産
物
仲
買
売
場
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
方
針
を
決
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
瀬
戸

ケ
島
埋
立
地
で
の
水
産
加
工
事
業

の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
事
業

体
の
形
成
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
業
の
振
興
の
う
ち
、
農
業

で
は
、
引
き
続
き
農
家
所
得
の
向

上
を
目
指
し
、
振
興
作
物
や
組
合

せ
作
物
の
生
産
支
援
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
儲
か
る
林
業
を
推
進
す

る
た
め
、
低
コ
ス
ト
再
造
林
の
普

及
と
市
産
材
の
活
用
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

中
小
事
業
者
支
援
で
は
、
引
き

続
き
、「
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
」
の

２
期
目
の
４
年
間
は
、
基
本
的

に
は
「
第
２
次
浜
田
市
総
合
振
興

計
画
」
に
掲
げ
る
将
来
像
「
住
み

た
い　
住
ん
で
よ
か
っ
た　
魅
力

い
っ
ぱ
い　
元
気
な
浜
田
」
の
実

少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
毎
年
４
０
０
人
以
上
の
出
生

数
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
保
育
料
や
医
療

費
の
負
担
軽
減
、
不
妊
治
療
な
ど

に
対
す
る
助
成
を
し
っ
か
り
と
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
老
朽
化
し
た
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

推
進
、
地
元
産
品
の
販
路
開
拓
支

援
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
業
承
継
の
支
援
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
内

事
業
者
の
廃
業
を
少
し
で
も
減
ら

す
た
め
、
次
代
を
担
う
経
営
後
継

者
や
起
業
家
の
育
成
に
、
商
工
団

体
、
金
融
機
関
、
大
学
な
ど
と
連

携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
の
充
実
で
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
機
能

の
強
化
や
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。　

あ
わ
せ
て
、「
敬
老
乗
車
券
交

付
事
業
」
の
継
続
と
更
な
る
充
実

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
負
担
の
軽
減
で
は
、
新
た

現
に
向
け
、
７
つ
の
「
ま
ち
づ
く

り
の
大
綱
」
に
基
づ
き
、
各
施
策

を
推
進
し
、１
期
目
に
引
き
続
き
、

「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
既
存
、
新
規
を

含
め
、
次
の
７
つ
を
重
点
政
策
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

４
つ
の
重
要
事
項

４ 

ふ
る
さ
と
郷
育
と

歴
史
文
化
の
継
承

５ 

中
山
間
地
域
の

諸
課
題
へ
の
対
応

６ 

防
災
・
減
災
対
策

７ 

行
財
政
改
革

１ 

開
府
４
０
０
年
に向

け
た
取
組

３ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
応

２ 

自
治
区
制
度

４ 

観
光
に
お
け
る
広
域
連
携

○
最
後
に

○
１
期
目
を
振
り
返
り

○
引
き
続
き

　
「
元
気
な
浜
田
づ
く
り
」
に

取
り
組
み
ま
す

１ 

産
業
振
興
と中

小
事
業
者
支
援

７
つ
の
重
点
政
策
２ 

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

所
信
表
明

所
信
表
明

３ 

福
祉
の
充
実
と

市
民
負
担
の
軽
減

７
つ
の
重
点
政
策
と
４
つ
の
重
要
事
項
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　平成29年11月23日㈷に開催した市民憲章推進大会において、市民憲章の理念に基づく啓
発・推進・実践活動などに顕著な功績のあった次の個人11人・２団体に表彰状と記念品を贈
りました。
問い合わせ先　本庁まちづくり推進課地域づくり推進係　（☎�９２０１）

被表彰者（敬称略・順不同）
【個人の部】
宇津巻豊昭　（長沢町）
榎本　泰弘　（旭町市木）
大崎　能國　（下有福町）
大原　友廣　（長沢町）
岡本　嗣喜　（旭町重富）
河本　晴子　（熱田町）
小金　仍子　（金城町波佐）
小竹多恵子　（周布町）
浜本　義正　（長沢町）
山口　良隆　（瀬戸見町）
山﨑　昭三　（弥栄町高内）

【団体の部】
国際ソロプチミスト浜田　（牛市町）
ひだまりふっくら　（新町）

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
国
が
実
施
す
る
統
計
調
査
（
国
勢
調
査
・
経
済
セ
ン
サ

ス
な
ど
）
に
理
解
と
熱
意
を
も
っ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
統
計
調
査
員
を
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
人
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
統
計
調
査
実
施
の
際
に
、
改
め
て
市
か
ら
従
事
依

頼
を
し
て
、
本
人
の
了
承
を
得
た
上
で
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※　
登
録
さ
れ
た
人
に
毎
回
調
査
を
お
願
い
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

主
な
仕
事
の
内
容

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

②
調
査
区
域
及
び
調
査
対
象
の
確
認

③
調
査
票
の
配
布
・
記
入
依
頼
・
回
収 

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・
整
理
・
提
出 

資
格
要
件

・
選
挙
関
係
者
及
び
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
の
な
い
20
歳
以
上
の

人
・
主
に
日
中
の
調
査
活
動
に
従
事
で
き
る
人

※　
ほ
か
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
て
も
可
能
で
す
。

・
責
任
感
が
強
く
、
特
に
秘
密
保
護
に
配
慮
で
き
る
人

・
暴
力
団
員
で
な
く
、
暴
力
団
や
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
が
な
い

人
報
酬
な
ど　
実
際
に
調
査
に
従
事
し
た
場
合
に
、
国
で
定
め
た
報
酬

を
支
払
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
身
分　
実
際
に
調
査
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
場
合

に
、
統
計
調
査
の
都
度
（
約
２
か
月
間
）、
国
や
県
か
ら
任
命
さ

れ
る
非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
日
、
簡
単
な
面
接

を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

　対象者　島根県在住の18歳以下の人及び18歳以下の人と同日に同便を利用する保護者
　　　　　（18歳以下の人１人につき２人まで）　
　　※　片道利用の場合の助成は半額です。

　対象者　浜田市在住者及び出身者

①　キッズプラス（子育て応援助成）
　助成金額
　・18歳以下　…………………………………　１0000円（往復／１人）

　・同行の保護者　……………………………　　6000円（往復／１人）

②　３人以上で１往復
　助成金額　　……………………………………　　5000円（往復／１人）

　平成29年４月１日以降搭乗分の萩・石見空港利用促進補助金について、平日に申請に来ることができな
い人向けに、休日窓口を開設します。

　開設日時　・１月14日㈰　午前８時30分～正午
　　　　　　・１月28日㈰　午前８時30分～正午

萩・石見空港 をご利用ください

萩・石見空港利用拡大促進協議会の期間限定運賃助成

平成29年度分　萩・石見空港利用促進補助金
　　　　　　　　　　　　休日窓口を開設します

東京便　対象期間　平成29年11月15日㈬から平成30年３月31日㈯までの搭乗分

　　※　片道利用の場合の補助は半額です。
　　※　年齢や所属企業は往路搭乗日時点です。
　　※　上記区分を重複した申請はできません。

　補助金額　浜田市共通商品券をお渡しします。

　・満65歳未満の人　…………………………　　4000円分（往復）

　・満65歳以上の人　…………………………　　6000円分（往復） 
　・萩・石見空港サポーター企業に所属する人　…　　6000円分（往復）

　開設場所　市役所本庁　１階ロビー
　　　　　　※　休日は地階入り口を利用してください。

　持参するもの　・身分証明書（住所・氏名・生年月日がわかるもの）
　　　　　　・ご搭乗案内（ピンク色の券）
　　　　　　　※　往復分の搭乗券又は搭乗証明書の写しでも申請できます。
　　　　　　・印鑑（シャチハタ不可）
　　　　　　・萩・石見空港サポーター企業に所属する人は、保険証など、企業がわかるもの

【問い合わせ先】
　本庁産業政策課商工企画係（☎�９５０１）

平成29年度市民憲章表彰
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市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ
て
、
市
役
所

や
市
の
施
設
で
働
く
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱

託
職
員
な
ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
臨
時
・
非

常
勤
職
員
を
要
す
る
事
業
が
生
じ
た
場
合
に

は
、原
則
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

※　
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
２
月
頃
か
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ

募
集
し
ま
す
。

対
象　
18
歳
以
上
の
人
（
平
成
30
年
４
月
１
日

時
点
で
高
校
生
は
不
可
、
た
だ
し
定
時
制
は

対
象
と
な
る
。）

職
種　

事
務
員
（
臨
時
）

　
賃
金　
日
額
６
９
５
０
円

　
必
要
資
格　

W
ord

・Excel

が
使
用
可
能

用
務
員
（
臨
時
）

　
賃
金　
日
額
７
０
４
０
円

　
必
要
資
格　
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

※　
賃
金
は
、
平
成
29
年
度
の
実
績
額
で
す
。

※　
こ
の
職
種
以
外（
看
護
師・保
健
師
な
ど
）

も
業
務
の
必
要
に
よ
り
採
用
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

勤
務
時
間　
週
５
日
以
内
、
１
日
７
時
間
45
分

※　
勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職
種
・
勤
務
場

所
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
場
所　
市
役
所
本
庁
又
は
各
支
所
、
も
し

く
は
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
の
出
先
職
場

任
用
期
間　
臨
時
職
員
は
６
か
月
以
内
、
非
常

勤
嘱
託
職
員
は
１
年
以
内

※　
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

登
録
制
度
（
緊
急
を
要
す
る
場
合
な
ど
）

　
年
度
途
中
に
臨
時
職
員
を
任
用
す
る
場
合

で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
募
集
に
応
募
が
な

か
っ
た
場
合
や
緊
急
を
要
す
る
場
合
（
お
お

む
ね
一
週
間
以
内
）
な
ど
に
は
、
登
録
制
度

に
よ
り
、
事
前
に
登
録
名
簿
に
登
載
し
た
人

の
中
か
ら
、
面
接
試
験
な
ど
に
よ
り
選
考
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

有
効
期
間　
年
度
末
（
３
月
31
日
）
ま
で

※　
こ
の
登
録
は
、
年
度
ご
と
に
行
い
、
平

成
29
年
度
に
登
録
し
て
い
る
人
も
、
平
成

30
年
度
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

新
た
に
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
方
法　
指
定
の
平
成
30
年
度
浜
田
市
臨

時
職
員
登
録
申
込
書
（
履
歴
書
）、
又
は

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
市
役
所
人
事
課
ま
で
持
参
又
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
指
定
の
申
込
書
は
、
市
役
所
人
事
課
に

あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項　
こ
の
登
録
は
採
用
を
約
束
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
則
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
じ
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５

０
１　
浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
１

３
１
）】

　市では、ごみの減量と資源の有効活用を目
的に、リサイクルに取り組んでいます。
　４月１日から燃やせるごみに分別変更とな
るものは、　　マークのないものや汚れの落
ちないものです。
　　　・　　マークのあるものは今までどお
りペット・プラの指定袋（みずいろ）で出し
てください。
　リサイクルの推進にご理解ご協力をお願い
します。
※　分別変更に関するチラシを「広報はまだ

１月号」と一緒に配布しています。詳しく
はチラシ又は市ホームページをご覧くださ
い。

ペットボトル・かん・びんは直接持ち込み
も可能です
　ペットボトル本体（フタとラベルを取外
し水洗い）、かん・びんなどは、市役所本
庁舎・各支所、総合福祉センターに設置し
てあるリサイクルステーション（ボック
ス）に持ち込んでいただくことができます。
※　それぞれ軽く水洗いしてから出してく

ださい。指定袋は必要ありません。

問い合わせ先　
本庁環境課リサイクル推進係
（☎�９４３０）

　
市
及
び
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で
は
、
次
の

案
件
に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

①
浜
田
市
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
案
）

②
浜
田
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

③
浜
田
市
健
康
増
進
計
画
（
案
）

④
浜
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
（
案
）

⑤
浜
田
市
障
が
い
者
計
画
（
案
）

⑥
浜
田
市
障
が
い
福
祉
計
画
（
第
５
期
）・
浜
田

市
障
が
い
児
福
祉
計
画
（
第
１
期
）（
案
）

⑦
浜
田
市
食
育
推
進
計
画
（
案
）

募
集
・
閲
覧
期
間

①
の
条
例
（
案
）　

１
月
４
日
㈭
～
２
月
５
日
㈪

②
～
⑦
の
計
画
（
案
）　

１
月
11
日
㈭
～
２
月
９

日
㈮

閲
覧
場
所

・
市
役
所
地
域
福
祉
課
・
健
康
長
寿
課
・
地
域
医

療
対
策
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
中
央
図
書
館

※　
閉
庁
日
・
閉
館
日
は
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

※　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係
【
〒
６
９
７
‐

８
５
０
１　
浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�
９
３

０
０
・
▢FAX
�
４
９
２
２
）】

Em
ail:fukushi@

city.ham
ada.lg.jp

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
概
要
）

募
集
・
閲
覧
期
間　
１
月
29
日
㈪
ま
で

閲
覧
場
所

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課

・
浜
田
市
健
康
長
寿
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
江
津
市
健
康
医
療
対
策
課
及
び
桜
江
支
所

※　
浜
田
市
・
江
津
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組

合
介
護
保
険
課
【
〒
６
９
７
‐
０
０
１
６ 

浜

田
市
野
原
町
８
５
９
番
地
１
（
☎
�
１
５
２

０
・
▢FAX
�
１
５
０
６
）】

Em
ail:kaigo@

ham
adakouiki.jp

共
通
事
項

提
出
方
法　
指
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
又
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
意
見
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
募
集
締

切
日
必
着
で
す
。

※　
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
、
氏
名
・
住
所
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
意
見
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、件
名
を「
○
○
○（
案
）

に
係
る
意
見
」
と
し
、
指
定
の
様
式
を
添
付
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
の
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
。

※　

指
定
の
様
式
は
、
閲
覧
場
所
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

　市では、市民の皆さんの声を市長に直接届ける「市長直行
便」制度を設けています。
　よりよい市政を推進することができるよう、施策を立案す
る際の参考にさせていただきたいと思いますので、ご意見・
ご提言をお寄せください。
　専用のはがき（切手不要）を市内 34 か所 ( 市役所本庁及
び各支所ほか ) に設けています。また、電子メール・封書・
ＦＡＸでも受け付けています。
お願い　ご意見によっては、回答まで１か月程度の時間がか

かることがありますので、あらかじめご了承ください。
※　匿名や他人を誹謗中傷する内容での投書については、回

答できません。
問い合わせ先　本庁市長公室総合調整係（☎�９１００）

平
成
30
年
度
の
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す

４月１日からごみの分別方法が変わります

ペット　　・プラ　　は、
今までどおり資源としてリサイクルにご協力ください

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください
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※コース等は変更する場合があります。丸三浜田店

浜田消防署

給水所

駐車場

駐車場

駐車場

漁港関係者駐車場

コース図 瀬戸ケ島

浜田漁港

マリン大橋

旧浜田警察署を改修し、市役所北分庁舎として利用します。
平成29年12月25日㈪から教育委員会が移転しました。

※　電話番号は今までどおりです。
※　今後、都市建設部や広域行政組合が移転する予定です。

北分庁舎（旧浜田警察署）
　１階　教育委員会
　　　　・教育総務課
　　　　・学校教育課
　　　　・学力向上推進室
　　　　・教育施設再編推進室
　２階　教育委員会
　　　　・生涯学習課
　　　　・文化振興課
　　　　・青少年サポートセンター

【問い合わせ先】
　本庁安全安心推進課防災安全係

（☎�９１２２）

本庁舎
西分庁舎

東分庁舎
第
２

東
分
庁
舎

北分庁舎
（旧浜田警察署）

浜田郵便局

浜田駅前広場の整備と浜田ステーションホテル移転新築に伴い、浜田駅前の市営駐車場と市営駐
輪場を１月31日㈬から廃止し、２月１日㈭から仮設の駐車場と駐輪場を設置します。

ご理解とご協力をお願いします。
なお、浜田ステーションホテルに隣接する立体駐車場（民営・１階は駐輪場）は、12月下旬に完

成予定で、市民の皆さんも利用できます。

【問い合わせ先】
・浜田駅前広場整備に関すること　
　　本庁建設企画課都市計画係

（☎�９６０１）
・駐車場、駐輪場に関すること　
　　本庁行財政改革推進課管財係

（☎�９１４０）

しまねお魚センター前からマリン大橋を渡り瀬戸
ケ島で折り返して往復する約３㎞のコースを、チー
ムリレーするマラソンです。

チームで14往復する42キロリレーコースと、７往
復する21キロリレーコースがあります。メンバー１
人が複数回往復することもできます。１チーム最低
３人から14人まで参加できます。皆さんの参加をお
待ちしています。

開催日　３月３日㈯
大会スケジュール（変更になる場合があります）

　9：30　受付開始
11：00　オープニングセレモニー
11：30　42キロリレーコーススタート
11：40　21キロリレーコーススタート
15：00　各部門・特別賞・飛び賞表彰式（順次実施）
16：30　競技終了・お楽しみ抽選会（全チーム対象）

参加料
大人　　　　　　　　１人3500円
大学生・専門学校生　１人2500円
高校生・中学生以下　１人1500円
※　参加料には、保険料・リレーマラソン記念フェ

イスタオル・完走証（１チームごとに１枚）・
参加賞の浜田名物「赤天」を含みます。

申込方法　
インターネットによる申込み（締切日　１月3１日㈬）

　
※　ランネットの会員登録（無料）が必要です。
※　携帯電話でもアクセス可能です。ただし、エン

トリーできない機種も一部あります。
郵便振替用紙による申込み（締切日　１月3１日㈬）

市役所本庁・各支所・観光協会などにあるチラシ
に添付されている郵便振替用紙に必要事項を記入の
上、申し込んでください。
【問い合わせ先】　
　大会に関すること

　本庁観光交流課内　山陰浜田港マリン大橋　
　リレーマラソン実行委員会事務局
　（☎�９５３１）

　申込みに関すること
　㈲Plus　value（申込受付受託事業者）
　（☎０８５２�２８４４）

ランネット 第３回マリン大橋

コースと部門
42キロリレーコース
（約３㎞×14往復＝42.195㎞、１チーム３～14人）
部門名 詳細 募集数

企業対抗部門 同じ企業・職場で構成。年齢・男女を問わない。　60チーム
男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。　40チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。　20チーム

合計 120チーム
2１キロリレーコース
（約３㎞×７往復＝21.0975㎞、１チーム３～７人）
部門名 詳細 募集数

男女混合部門 男女混合で構成。年齢を問わない。　30チーム
男性部門 男性のみで構成。年齢を問わない。　20チーム
女性部門 女性のみで構成。年齢を問わない。　10チーム
シニア部門 全員の年齢が60歳以上 　10チーム
中・高校生部門 全員が中・高校生で構成。男女を問わない。　10チーム

合計 　80チーム
※　申込状況によって募集チーム数を変更する場合が

あります。
※　表彰は、各部門第１位～３位のチームに行うほ

か、特別賞、飛び賞があります。

浜田駅前
駐車場

駐輪場

仮設駐輪場 仮設駐車場

浜
田
市

観
光
協
会

タ
ク
シ
ー
の
り
ば

バ
ス
の
り
ば

浜田駅

仮設駐車場仮設駐車場仮設駐輪場仮設駐輪場仮設駐輪場仮設駐輪場

教育委員会が移転しました

浜田駅前駐車場・駐輪場が変わります

変更日２月１日㈭
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思
い
や
り

（
中
学
校
３
年
生
）

一
般
的
に
障
害
と
聞
い
て
ど
う
思
う
人
が
多
い
で

し
ょ
う
か
。
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
で
き

な
い
こ
と
が
多
い
な
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
障
害
に
は

様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
以
前
は
私
も
そ
う

思
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
中
学
年
の
時
に
行
っ

た
、
障
害
者
支
援
施
設
の
お
祭
り
で
の
こ
と
で
す
。

ま
わ
り
に
は
障
害
者
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

私
は
、
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
話
し
か
け
ら
れ
て
も
う
つ

む
い
て
そ
っ
け
な
い
態
度
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

小
学
校
六
年
生
の
時
に
は
道
徳
の
授
業
で
「
障
が

い
」に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
障
が
い
の「
が

い
」
と
い
う
字
は
漢
字
で
は
な
く
、
ひ
ら
が
な
で
の

「
障
が
い
」
で
、
島
根
県
で
は
障
害
者
に
は
害
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
と
の
理
由
で
、
ひ
ら
が
な
で

表
記
し
て
い
る
と
い
う
勉
強
で
し
た
。
ま
た
、
私
の

母
は
障
害
の
あ
る
方
を
支
援
す
る
セ
ン
タ
ー
で
働
い

て
い
て
、
母
か
ら
、
障
害
に
は
見
た
目
で
分
か
る
人

と
分
か
ら
な
い
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。で
も
そ
の
時
の
私
は
、そ
う
な
ん
だ
、

ま
た
、

「
誰
に
で
も
共
通
す
る
こ
と
だ
け
ど
人
は
そ
れ
ぞ

れ
個
性
や
特
徴
が
あ
っ
て
同
じ
人
は
い
な
い
よ
。
だ

か
ら
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
、
そ
の
人
の
弱
い
と
こ

ろ
を
支
え
る
こ
と
が
思
い
や
り
に
な
る
ん
だ
よ
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
母
の
言
葉
は
、
私
に

改
め
て
思
い
や
り
の
大
切
さ
と
自
分
の
普
段
の
行
動

を
考
え
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
り
返
る
と
私
は
、「
相
手
を
尊
重
す
る
」
こ
と

が
毎
日
で
き
て
い
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。
家
族
や
友
達
と
い
て
、
自
分
の
意

見
が
通
ら
な
い
と
落
ち
こ
ん
だ
り
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
ず
に
行
動
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
障
害
や
そ
の
字
の
表
記
の
よ
う
に
、
表
面
に
と

ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
相
手
を
思
い
や
り
、
相
手

の
気
持
ち
を
尊
重
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
障
害
が
あ
る
人
も
そ
う
で
な

い
人
も
お
互
い
に
理
解
し
合
え
る
よ
う
、
ふ
れ
合
い

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※　
文
章
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

知
ら
な
か
っ
た
く
ら
い
で
深
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
れ
か
ら
約
二
年
が
経
ち
、
私
は
二
十
歳
の
女
性

で
右
腕
が
短
い
、
一
ノ
瀬
メ
イ
さ
ん
を
テ
レ
ビ
で
見

ま
し
た
。
一
ノ
瀬
さ
ん
は
見
た
目
で
障
害
者
と
分
か

る
方
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水
泳
選
手
で
す
。
と

て
も
明
る
く
て
今
を
楽
し
ん
で
い
る
、
前
向
き
な
方

に
見
え
ま
し
た
。
一
ノ
瀬
さ
ん
は
活
動
と
し
て
、
大

学
な
ど
で
講
演
を
行
っ
て
お
ら
れ
て
、
そ
の
時
に
紹

介
し
て
い
た
障
害
の
害
の
字
は
漢
字
で
し
た
。
そ
の

時
に
私
は
、
障
害
が
あ
る
方
は
害
が
あ
る
わ
け
で
も

与
え
る
わ
け
で
も
な
く
、
今
の
自
分
の
頭
や
体
を
生

か
す
こ
と
で
、
活
躍
し
、
私
た
ち
に
感
動
を
与
え
て

く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
が
自
分

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
も
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
時
に
、「
障
害
」

の
害
の
字
を
漢
字
や
ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
重
大
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
人
を
表
面
上
で
判
断
す
る
の

で
は
な
く
て
、
そ
の
人
自
身
を
理
解
す
る
こ
と
が
大

切
な
ん
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
母
に
仕
事
で
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
を
聞
く
と
、

「
相
手
に
自
分
の
考
え
を
押
し
つ
け
ず
に
、
そ
の

人
の
願
い
や
思
い
を
尊
重
す
る
こ
と
だ
よ
。」

　
人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活

用
す
る
た
め
、作
文・ポ
ス
タ
ー・

標
語
を
募
集
し
、
小
・
中
学
校
、

一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で

し
た
が
、
審
査
の
結
果
32
作
品
を

入
賞
作
品
と
し
て
選
出
し
、
平
成

29
年
12
月
20
日
㈬
に
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
入
賞
作
品
は
、
１
月

11
日
㈭
正
午
ま
で
浜
田
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
作
品
と
、
中
学
校
ポ

ス
タ
ー
の
全
応
募
作
品
を
、
１
月

13
日
㈯
か
ら
21
日
㈰
ま
で
、
浜
田

市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
の
１
階
創

作
室
前
廊
下
に
お
い
て
展
示
し
ま

す
。

　

入
賞
作
品
は
、
人
権
作
品
集

「
共
に
生
き
る
」
に
ま
と
め
て
発

刊
す
る
ほ
か
、
今
後
の
啓
発
事
業

に
も
活
用
し
ま
す
。
入
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

平
成
29
年
度　
浜
田
市
人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
決
ま
る

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

最
優
秀
賞

浜
田
東
中
３
年　
岡
田　
　
遥

優
秀
賞

第
四
中
２
年　
　
石
井　
美
夢

第
四
中
２
年　
　
森
本　
海
里

第
四
中
３
年　
　
大　
　
彩
香

浜
田
東
中
２
年　
深
見　
百
花

金
城
中
２
年　
　
岡
田　
　
泉

金
城
中
２
年　
　
岡
本　
紗
依

金
城
中
３
年　
　
白
川　
柚
奈

三
隅
中
１
年　
　
齋
藤　
夏
菜

三
隅
中
３
年　
　
波
田　
美
宇

金
城
中
３
年　
　
隅
田　
早
鯉

弥
栄
中
３
年　
　
永
岡　
正
行

【
標
語
の
部
】

優
秀
賞

・
思
い
や
る　
そ
の
一
言
で　
元
気
出
る　

　
　
竹
迫
町　
　
宇
田
山　
博

・
お
互
い
の　
違
い
認
め
て　
明
日
を
向
く

　
　
　
熱
田
町　
　
日
原　
　
隆

・
人
権
は　
や
さ
し
い
言
葉
と　
笑
顔
か
ら

　
　
　
熱
田
町　
　
日
高　
昭
五 

・
そ
の
言
動　
あ
と
で
後
悔　
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
三
隅
町　
　
小
田　
葊
子

　
ま
た
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
島
根
県
大
会
に
お
い
て
次
の
皆
さ
ん
が
入

選
さ
れ
ま
し
た
（
浜
田
市
分
抜
粋
）。

※　
次
の
入
賞
作
品
は
、
今
回
の
展
示
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

佳
作第

三
中
３
年　
　
梅
津　
華
乃

浜
田
東
中
２
年　
迫
本　
翔
司

奨
励
賞

第
四
中
２
年　
　
希
望
に
よ
り
氏
名
の

　
　
　
　
　
　
　
掲
載
は
控
え
ま
す　

浜
田
東
中
１
年　
江
川　
由
奈

【
作
文
の
部
（
小
学
校
）】

最
優
秀
賞

松
原
小
６
年　
　
田
村　
安
悠

優
秀
賞

原
井
小
５
年　
　
山
口　
桃
叶

雲
雀
丘
小
６
年　
能
美
千
帆
美

松
原
小
６
年　
　
川
本　
優
月

石
見
小
６
年　
　
本
田　
真
生

美
川
小
６
年　
　
松
本　
流
音

周
布
小
６
年　
　
山
本　
詩
響

三
階
小
６
年　
　
驛　
菜
々
子

【
作
文
の
部
（
中
学
校
）】

最
優
秀
賞

三
隅
中
３
年　
　
波
田　
美
宇

優
秀
賞

第
一
中
１
年　
佐
々
木
あ
す
な

第
二
中
２
年　
　
松
岡　
由
衣

第
四
中
３
年　
　
榊
原
な
つ
み

浜
田
東
中
２
年　
伊
藤　
稀
咲

金
城
中
２
年　
　
岡
本　
佳
奈

金
城
中
２
年　
　
延
川　
美
優

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀



市長日記 （平成29年11月）元気な浜田をつくります
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平原柿まつりに参加しました（11月５日） 浜田医療センター付属看護学校から、学
校祭で募った大雨災害に対する募金につ
いて寄附を受けました（11月７日）

ブータン王国の行政視察団が浜田市に来
られ、市内施設の視察や三隅中学校との
交流などを行いました（11月８日・９日）

浜田市「広島PRセンター」感謝の会を開
催しました（11月18日）

浜田亀山ライオンズクラブから、全自動
血圧計の寄贈を受けました（11月17日）

なつかしの国石見2017日本石見神楽大会
が開催され開会式に出席しました
（11月19日）

島根県立体育館建設記念島根県体操競技
大会兼建設40周年記念事業優秀選手演技
会の開会式に出席しました（11月12日）

きんさい　みんさい　たべん祭に参加しま
した（11月５日）

さい

クラウドファンディング活用セミナーを
開催しました（11月22日）

石見焼の伝統工芸士の福郷惣作さんが、経済産業大臣表彰を受賞し、表彰状授与式が行われました。（11月28日）

浜田市陸上競技場の第四種公認継続と全
天候舗装への改修について陳情を受けま
した（11月22日）

島根県中学校長研究大会浜田大会が開催
され開会式に出席しました（11月22日）

平成29年度

「Ｂ
ば い

ＵＹ浜田運動」啓発標語 受賞作品

【問い合わせ先】
　本庁産業政策課商工企画係（☎�９５０１）

　「ＢＵＹ浜田運動」に対する市民の皆さんの関心と理解を深めるとともに、
一層協力していただけるように、広報活動に使用する啓発標語を募集しまし
た。たくさんのご応募ありがとうございました。

応募総数

「食べてみて　笑顔こぼれる　浜田産」
　　学生の部　市内中学２年生　竹原和希さん

「地元産　みんなで買って　元気な浜田」
　　一般の部　浜田市　山﨑季司さん（75歳）

「浜田産　海と山からの　おくりもの」
　　学生の部　市内小学６年生　金﨑煌さん

「みんなから　笑顔あふれる　浜田産」
　　学生の部　市内中学２年生　土居侑生さん

「地産地消　みんなで育む　浜田の未来」
　　一般の部　浜田市　宮田豪さん（32歳）

最優秀賞 各部門１作品

優秀賞 各部門２作品

学生の部（中学生以下）１８８点
一般の部（高校生以上）５２２点

「浜田産　みんなで食べて　笑顔100BUY」
　　一般の部　浜田市　大驛綾子さん（93歳）

浜田のモノを買おう！浜田を応援しよう！
　「ＢＵＹ浜田運動」とは、地域内の経済循環を作り、市民の暮らしを向上させる運動です。
　浜田市内で生産・製造・加工された商品を多くの市民の皆さんに買ってもらい、消費を増やすことで地元
の中小企業に潤いを与え、所得を増やし雇用を産むことにつながります。そして、消費を増やすという地域
内の経済循環を作り、地域外へお金がでていくのを抑えることにより地域経済の活性化を目指します。
　「ＢＵＹ浜田運動」運動対象品取扱店で地元のものを進んで購入していただき、地元の生産者やお店を
応援しましょう。

表彰式の様子

（年齢は、募集締切日平成29年10月16日現在）



広報はまだ：平成30年１月号　　　2021　　　広報はまだ：平成30年１月号

参加者からの質問に答える秦和弘さん

芋塚について説明をする田城さん（左から２人目）

人権問題について語る薮本雅子さん

大きな鍋で作った里芋汁は完売

　11月29日㈬、宇宙講座が三保公民館で開催されました。この
講座は、地域の人に星や宇宙を少しでも身近に感じてもらいた
いと三隅の星を観る会が企画し、約40人が参加しました。
　講座では、国立天文台水沢VLBI観測所の秦和弘助教が講師
を務め、宇宙の仕組みや数か月後には人類が初めてブラック
ホールの写真を撮影できるかもしれないという話を分かりやす
く話されました。そのほか、パソコン上で簡単に宇宙空間を体
験できるソフトを操作するなどして、参加者は宇宙に親しみを
持つことができました。

　11月26日㈰、白砂地区地蔵＆芋塚めぐりが行われました。こ
の取組は、地域の人に地元の歴史を改めて知ってもらおうと、
白砂まちづくり委員会歴史班が企画したものです。
　集まった17人は、三隅郷土史研究会の田城謙二郎さんから、
「芋代官」の名で親しまれていた井戸平左衛門の遺徳を偲

し の

んで
建てられた芋塚や地蔵菩薩などが建立された経緯、地名の由来
などの話を聞きながら地域を巡りました。参加者は、「地元に
住んでいても今まで知らなかったことを学べた。また機会があ
れば参加したい」と話していました。

　11月19日㈰、鍋石芋煮会が鍋石町で行われました。この催し
は、地元の取組や環境を広く知ってもらい定住促進につなげた
いと、美川里山を活

い

かす会が企画したものです。
　当日は、会の皆さんが丹精こめて育てた里芋を使った里芋汁
や里芋コロッケ、小豆や大根などの販売がありました。会場は、
温かい里芋汁を食べながら、鍋石の美しい紅葉を楽しむ多くの
来場者でにぎわいました。また、島根県立大学の浜田・松江・
出雲キャンパスの学生の皆さんが里芋汁の販売や前日の下準備
に参加し、イベントを盛り上げました。

　11月19日㈰、弥栄自治区人権を考えるつどいが弥栄会館で開
催されました。
　当日は、元日本テレビアナウンサーの薮本雅子さんを講師に
迎え、アナウンサー時代に自身が受けたハラスメントの体験談
や記者に転向されてから取材した「ハンセン病問題」をとおし
ての、社会的「弱者」に対する人権問題について話を聞きまし
た。差別や偏見がいまだに存在していることを知り、命の大切
さについて家庭で話し合ってほしいという薮本さんの訴えを、
参加者は真剣に聴いていました。

力作が集まった屋内展示ブース

浜田高校と益田翔陽高校の書道ガールズによる書道パフォーマンス

旭ロードレース大会（小学生高学年男子の部）入賞者

　秋晴れのもと、多彩なステージイベントやロードレース大会、農
林産物品評会、大根コンテスト、各種展示などが行われ、来場者は
旭最大のまつりを満喫しました。

　様々な展示や特産品販売、すみリンピックやのどじまんといった多彩なステー
ジイベントが行われたほか、観て体験するスタンプラリーも実施され約14,000人
の来場者によって、会場は大いに盛り上がりました。

多くの人でにぎわう会場

今年も盛り上がったのどじまん

浜田PR大使 山崎ていじさんのステージ

日頃の練習の成果を披露したステージ発表

恒例のもちまき

農産品の品評会

子どもたちでにぎわう「恵比寿」

♥Town Topics♥Town Topics ま ち の わ だ い

鍋石の里芋を味わって
～　鍋石芋煮会　～

はまだ

みすみ地域の歴史を再発見
～　白砂地区地蔵＆芋塚めぐり　～

ブラックホールって何？
～　宇宙講座　～

みすみ

輝けみんなの大事な命！
～　弥栄自治区 人権を考えるつどい　～

やさか

秋のイベント大盛況秋のイベント大盛況（あさひ・みすみ編）
あさひ
１１月１2日㈰

旭ふる里まつり2017
（旭支所周辺ほか）

みすみ
１１月１１日㈯・１2日㈰

みすみフェスティバル
（三隅中央公園多目的広場周辺）
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貴重な古文書を展示

大太鼓の音が響く松江の鼕行列

「トリック オア トリート」お菓子をいっぱいちょうだい

三江線に乗って公共交通について考える

　11月11日㈯・12日㈰、珍品・お宝展が長浜地区文化祭に併せ
て長浜公民館で開催されました。これは、地元に眠っている貴
重な品物や古文書などを発掘・収集している「長浜地区のまち
づくりを考える有志の会」が、地域の歴史とお宝に興味を持っ
てもらおうと企画したものです。
　会場には、浜田藩主松平周防守家の軍役時の定書「御軍役諸
士連人御定」が目玉として展示されました。そのほか、旧制浜
田中学校創立30周年記念の朱色の「木杯」など20点が展示され、
多くの来場者が足を止め、会員の説明に耳を傾けていました。

　11月５日㈰、日本の祭り㏌しまね2017が石央文化ホールで開
催されました。これは、出雲市を主会場に全国の地域伝統芸能
が一堂に集まって競演したもので、浜田市はサテライト会場と
しての開催となったものです。
　浜田会場では、地元の石見神楽をはじめ、福島県の「石井の
七福神と田植踊」宮城県の「すずめ踊り」など11の祭りや踊り
が披露されました。また、会場の外では「松江の鼕」など７団
体のパレードや山陰の選りすぐりの逸品が集まる「山陰いいも
のマルシェ」も行われ、多くの来場者でにぎわいました。

　10月26日㈭、おでかけ会「三江線の旅」が開催され、44人が
参加しました。これは、３月末をもって全線廃線予定である三
江線に乗車し、「弥栄町内の主要交通網がなくなったらどうす
るのか」といったことを考えるきっかけにしてほしいと安城公
民館が企画したものです。
　初めて三江線の列車に乗る人も多く、参加者は車窓からの秋
の風景を堪能しました。また、列車に揺られながら、自分たち
の地域の公共交通が今後なくなっていくかもしれない不安など
を語り合いました。

　10月29日㈰、いまいちハッピーハロウィン2017が旭公園市民
体育館で行われ、親子連れなど約300人が参加しました。これ
は、ハロウィンを楽しみながら今市地区を探検しようと、今市
公民館・四つ葉振興会・あさひっ子フェスティバル実行委員会
が毎年開催しているものです
　当日は、雨のため屋内での開催でしたが、子どもたちが、「ト
リック オア トリート」と大きな声をかけ、お菓子をもらって
いました。また、魔女など様々な仮装をした子どもたちのファッ
ションショーもあり、みんなでハロウィンを楽しみました。

水に落ちないように渡るぞ

思いやりや命の大切さについて語る山田雅人さん

ギタリスト山本恭司さんを囲んで

一斉にスタート

　11月19日㈰、第11回アクアみすみ水泳記録会が開催されまし
た。記録会では、市内外の３歳から75歳までの人が参加し中に
は自己最高記録を更新した人もいました。
　記録会恒例のお楽しみタイムでは、多くの人に様々な形でプー
ルを楽しんでもらおうと水上スラックラインチャレンジを初め
て企画しました。小学生20人が挑戦し、「両手を上げてバラン
スを取る、つま先から足を下ろす」などのアドバイスを受け、
幅５㎝のラインを慎重に歩きました。参加者は、「思ったより渡
るのが難しかったが、またやってみたい」と話していました。

　11月17日㈮、金城自治区公民館人権講演会がみどりかいかん
で開催され、約90人が参加しました。この講演会は、人権教育
を推進するため、金城自治区６公民館連絡協議会と市教育委員
会金城分室が、テレビタレントなどとして活躍中の山田雅人さ
んを講師に迎え、開催しました。
　山田さんは、聞き手の頭の中に映像を思い浮かび上がらせる
独特な話し方「かたり」の中で、思いやりや命の大切さなどを
わかりやすく話されました。参加者は、ユーモアを交えた講演
に「楽しく人権を学べた、また聴きたい」などと話していました。

　11月14日㈫、ギタリストの山本恭司さん（松江市出身）のラ
イブコンサートが、かなぎウエスタンライディングパークで開
催されました。これは、市内のまちづくりを考える音楽好きな
仲間たちがプロの音楽家を呼ぼうと企画し、初めて開催された
ものです。
　当日は、幻想的な雰囲気の中で、アメイジンググレイスやジュ
ピターなど有名な曲が演奏され、来場者は心の奥深くまで届く
音色を堪能しました。山本さんと来場者とのトークもあり、会
場全体が一体感に包まれたコンサートとなりました。

　11月12日㈰、旭ロードレース大会が旭公園市民体育館周辺の
市道や広域農道をコースとして開催されました。この大会は、
多くの人に気軽に参加してもらい、にぎわいを創出するととも
に、体力・健康増進の場として毎年開催しているものです。
　市内外から大会に参加した125人は、ファミリーの部や競技
の部などの５部門に分かれ、沿道からの声援を受けながら元気
いっぱい走りました。走り終わった後は、旭ふる里まつりのス
テージイベントや飲食を楽しみ、旭の秋を満喫しました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

公共交通について考える
～　おでかけ会「三江線の旅」　～

やさか

はまだ地域伝統芸能を楽しむ
～　日本の祭り㏌しまね2017　～

歴史を伝えるお宝を披露
～　長浜地区文化祭　珍品・お宝展　～

はまだ

思い思いの仮装を楽しむ
～　いまいちハッピーハロウィン2017　～

あさひ

ウォータースポーツを楽しもう
～　第11回アクアみすみ水泳記録会　～

みすみ

山田雅人の「かたりの世界」
～　金城自治区公民館人権講演会　～

かなぎ

世界で活躍するギタリストの弾き語り
～　山本恭司ライブコンサート　～

かなぎ

秋の旭で健脚を競う
～　旭ロードレース大会　～

あさひ
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

　
市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

人
、
空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　
県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
地
域
で
い
き
い

き
と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を

中
心
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
ど

に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
、
お
お

む
ね
10
人
以
上
の
構
成
員
が
い

る
民
間
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

（
構
成
員
の
半
数
以
上
が
女
性

で
あ
る
。
か
つ
、
代
表
者
が
女

性
で
、
役
員
の
半
数
以
上
が
女

性
で
あ
る
。）

対
象
事
業　
４
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日
に
実
施
す
る
次
の

事
業

⑴　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　
次
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円

～
50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

申
込
締
切
日　
１
月
15
日
㈪

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　
申
請
用
紙
は
、
市
役
所
人
権

同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び

各
支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま

す
。

助
成
決
定　
３
月
下
旬

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ

ン
タ
ー
内　
公
益
信
託
し
ま
ね

女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４
）

自
治
体
提
携
ロ
ー
ン

　
中
国
ろ
う
き
ん
で
は
、
市
と
提

携
し
た
ロ
ー
ン
を
取
扱
っ
て
い
ま

す
。
生
活
の
様
々
な
場
面
で
利
用

い
た
だ
け
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

使
い
み
ち　
本
人
又
は
生
計
を
同

一
に
す
る
親
族
の
医
療
・
介

護
・
教
育
・
住
宅
関
連
費
・
冠

婚
葬
祭
費

対
象　
浜
田
市
に
居
住
し
て
い
る

勤
労
者
で
、
前
年
税
込
年
収

１
５
０
万
円
以
上
、
勤
続
年
数

及
び
居
住
年
数
１
年
以
上
の
人

融
資
額　
最
高
３
０
０
万
円

利
率　
年
１・７
２
％（
固
定
金
利
）

※　
利
率
は
平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
す
。

返
済
期
間　
最
長
10
年
以
内
（
住

宅
・
教
育
費
は
10
年
、
そ
の
ほ

か
は
５
年
）

※　
教
育
資
金
の
場
合
は
、
在
学

期
間
を
限
度
と
し
て
６
年
以
内

の
元
金
据
置
期
間
を
設
け
る
こ

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林

退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
、
も

し
く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
人
で
、
退
職
金
請
求
手
続
を

し
た
心
当
た
り
の
な
い
場
合
は
、

退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時

の
加
入
の
有
無
に
つ
い
て
も
確
認

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最

寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w

.rintaikyo
.

taisyokukin.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８

８
７
）

と
が
で
き
ま
す
。

返
済
方
法　

毎
月
返
済
又
は
毎

月
・
ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済

保
証
料
率　

年
０・
７
％
又
は

１・
２
０
％　

問
い
合
わ
せ
先　

中
国
ろ
う
き
ん
浜
田
支
店

（
☎
�
０
４
３
１
）

　
今
年
も
、
２
月
上
旬
か
ら
３
月

中
旬
ま
で
の
間
、
市
民
税
県
民
税

な
ど
の
申
告
相
談
窓
口
を
設
置
し

ま
す
。
各
会
場
（
自
治
区
・
出
張

申
告
会
場
）
の
日
程
や
時
間
、
申

告
書
用
紙
や
申
告
書
の
書
き
方
な

ど
は
、「
広
報
は
ま
だ
」
２
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

　
申
告
の
ほ
か
に
、
税
金
の
こ
と

や
国
民
健
康
保
険
料
の
こ
と
な
ど

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
の
指
定
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指

定
に
伴
う
様
々
な
規
制
な
ど
を
認

識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開

催
す
る
も
の
で
す
。

日
程
・
開
催
場
所

①
１
月
22
日
㈪　
国
府
公
民
館

②
１
月
23
日
㈫　
大
麻
公
民
館

③
１
月
24
日
㈬　
周
布
公
民
館

④
１
月
25
日
㈭　
石
見
公
民
館

⑤
１
月
26
日
㈮　
長
浜
公
民
館

⑥
１
月
29
日
㈪　
美
川
公
民
館

⑦
１
月
30
日
㈫　
浜
田
公
民
館

時
間　
午
後
６
時
30
分
～

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
と
は

　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
、
建
築
物
に
損
壊
が

生
じ
、
住
民
な
ど
の
生
命
又
は
身

体
に
著
し
い
危
害
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
区
域
で
、
開
発
行
為
や
建

築
物
の
構
造
な
ど
に
規
制
が
伴
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
維
持
管
理
課
管
理
第
二
係

（
☎
�
９
６
２
０
）

　
市
で
は
、
気
象
情
報
や
防
災
危

機
情
報
、
防
犯
交
通
情
報
を
「
防

災
防
犯
メ
ー
ル
」
で
配
信
し
て
い

ま
す
。

　
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
メ
ー
ル

で
受
信
し
た
情
報
は
、
内
容
を
何

度
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
非
常
に
有
効
な
情
報
収
集
手

段
で
す
。
ま
だ
ご
利
用
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法

①ham
ada@

xpressm
ail.jp

に
メ
ー
ル
を
送
信
。

※　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電
話
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
左
図
か
ら
ア

ド
レ
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
返
信
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
て
い

る
ア
ド
レ
ス
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
。

③
受
信
希
望
情
報
と
お
住
ま
い
の

自
治
区
を
選
び
、「
確
認
」
を

選
択
。
次
に
表
示
さ
れ
る
登
録

確
認
画
面
で「
登
録
」を
選
択
。

※　
返
信
メ
ー
ル
が
返
っ
て
こ
な

い
時
は
、
迷
惑
メ
ー
ル
設
定
が

原
因
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
こ
ち
ら
の
ド
メ

イ
ン
「@

xpressm
ail.jp

」
を

許
可
し
て
く
だ
さ
い
。
う
ま
く

登
録
で
き
な
い
時
や
ご
不
明
な

点
は
、
市
役
所
安
全
安
心
推
進

課
又
は
各
支
所
防
災
自
治
課
、

市
内
の
各
携
帯
電
話
販
売
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

受信希望情報・自治区選択画面

　
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
29
年

８
月
９
日
の
間
に「
通
知
カ
ー
ド
」

と
共
に
発
送
さ
れ
た
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
の
送
付
用

封
筒
（
返
信
用
封
筒
）
は
、
差
出

有
効
期
間
が
「
平
成
29
年
10
月
４

日
」と
な
っ
て
い
る
場
合
で
も「
平

成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
５
月
31

日
」
ま
で
は
切
手
を
貼
ら
ず
に
、

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
送
付
用
封
筒
を
追
加
で

欲
し
い
人
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
総
合
サ
イ
ト
か
ら
封
筒
作
成
の

材
料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

https://w
w

w
.kojinbango-

card.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

住
宅

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

産
業
・
地
域
活
性
化

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い 

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

中
国
ろ
う
き
ん
か
ら
の

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
）
を
ご
存
じ
で
す
か

税
務
・
納
税

平
成
30
年
度
市
民
税
県
民
税（
兼

国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険

料・後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

安
全
安
心

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
係

る
地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

防
災
防
犯
メ
ー
ル
を
活
用
し

ま
し
ょ
う

生
活
・
環
境

差
出
有
効
期
間
切
れ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
の

送
付
用
封
筒
は
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

放課後児童クラブ・放課後児童居場所一覧
クラブ名 対象の小学校 提出・問い合わせ先

浜田

杉の子学級放課後児童クラブ
石見小

本庁子育て支援課
（☎�９３３０）

杉の子第２学級放課後児童クラブ
杉の子第３学級放課後児童クラブ
ふたば学級放課後児童クラブ 原井小
ひまわり学級放課後児童クラブ 周布小ひまわり第２学級放課後児童クラブ
山ばと学級放課後児童クラブ 美川小
さくら学級放課後児童クラブ 三階小さくら第２学級放課後児童クラブ
くすのき学級放課後児童クラブ 松原小
かもめ学級放課後児童クラブ 国府小かぜの子学級放課後児童クラブ
とびうお学級放課後児童クラブ 長浜小
若潮学級放課後児童クラブ 雲雀丘小

金城 雲城地区児童クラブ 雲城小 金城支所市民福祉課
（☎�１２３５）今福地区児童クラブ 今福小

旭 今市児童クラブ 旭小 旭支所市民福祉課
（☎�１４３５）

弥栄 やさか児童クラブ 弥栄小 弥栄支所市民福祉課
（☎�２６５６）

三隅 三隅小児童クラブ 三隅小 三隅支所市民福祉課
（☎�２８０６）岡見小児童クラブ 岡見小

金城 波佐保育園（放課後児童居場所） 波佐小 波佐保育園（☎�０４４９）

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
放
課

後
児
童
居
場
所
は
、
小
学
校
の
児

童
で
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
で
放

課
後
家
庭
に
い
な
い
児
童
を
対
象

に
、
生
活
の
場
を
提
供
し
、
遊
び

や
生
活
指
導
を
と
お
し
て
そ
の
児

童
の
健
全
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

対
象
児
童

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
現
在
小
学

校
１
～
５
年
生
の
児
童
及
び
４

月
就
学
予
定
児
童

放
課
後
児
童
居
場
所　
現
在
小
学

校
１
・
２
年
生
の
児
童
及
び
４

月
就
学
予
定
の
児
童

定
員

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

各
ク
ラ
ブ　
20
～
70
人

放
課
後
児
童
居
場
所

５
人
程
度

※　

定
員
を
上
回
る
申
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
各
ク
ラ
ブ
・

居
場
所
の
状
況
に
応
じ
て
調
整

し
ま
す
。

実
施
日
時

・
月
～
金
曜
日
（
平
常
授
業
日
）

放
課
後
～
午
後
６
時

・
学
校
の
振
替
休
業
日
、
土
曜
日
、

夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
中

　
午
前
８
時
～
午
後
６
時

負
担
金　
児
童
１
人
あ
た
り
月
額

６
０
０
０
円
（
お
や
つ
代
１
０

０
０
円
を
含
む
）

※　
夏
休
み
期
間
中
の
７
月
・
８

月
は
２
５
０
０
円
を
加
算
し
ま

す
。
土
曜
日
の
利
用
者
は
月
額

１
７
０
０
円
（
お
や
つ
代
２
０

０
円
を
含
む
。）
を
加
算
し
ま

す
。
別
途
、
傷
害
保
険
料
が
必

要
で
す
。

申
込
期
間　

　

１
月
４
日
㈭
～
26
日
㈮

申
込
方
法　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
就

労
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
子
育

て
支
援
課
・
各
支
所
市
民
福
祉

課
・
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

あ
り
ま
す
。

放
課
後
児
童
居
場
所　
波
佐
保
育

園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
市
で
は
、
修
学
費
用
な
ど
に
係

る
資
金
貸
付
の
予
約
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象　
平
成
30
年
４
月
の
進
学
な

ど
を
希
望
し
て
い
る
次
の
人

・
児
童
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
・
母

・
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
・
父
母
の
い
な
い
児
童

※　
「
児
童
」
と
は
、
20
歳
に
満

た
な
い
子
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
金

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す
る

資
金
（
無
利
子
）

・
修
学
資
金
（
高
校
・
高
専
・
専

修
学
校
・
短
大
・
大
学
に
就
学

す
る
た
め
に
必
要
な
授
業
料
・

書
籍
代・交
通
費
な
ど
の
資
金
）

・
修
業
資
金
（
就
職
す
る
た
め
に

必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
）

・
就
学
支
度
資
金
（
就
学
・
修
業

す
る
た
め
に
必
要
な
入
学
金
や

被
服
な
ど
の
購
入
資
金
）

※　
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
奨
学
金

の
貸
付
を
受
け
る
場
合
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
、
寡
婦

の
知
識
技
能
習
得
を
対
象
と
す
る

資
金
（
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い

場
合
は
利
子
年
１・
０
％
）

・
技
能
習
得
資
金
（
就
職
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
）

申
請
締
切
日　
２
月
28
日
㈬

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
６
５
６
）

職種 勤務日数 勤務日 勤務地 勤務時間

パート主任
支援員

月～土曜日のうち、
５～６日

月～金曜日 浜田自治区 13:00～18:00までの５時間程度
弥栄自治区 13:00～18:00までの４～５時間程度

土曜日

浜田自治区
弥栄自治区

 8:00～18:00までの５時間程度

パート
支援員

月～金曜日 13:00～18:00までの４～５時間程度

土曜日  8:00～18:00までの５時間程度
パート代替
支援員

月～土曜日のうち、
勤務可能な日

月～金曜日 13:00～18:00までの４～５時間程度
土曜日  8:00～18:00までの５時間程度

※　夏・冬・春休みと学校の振替休業日は、 8:00～18:00までの５時間程度

　

市
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
浜
田
自
治
区
13
か
所
、
弥
栄
自

治
区
１
か
所
）
で
小
学
校
の
児
童

の
生
活
指
導
に
当
た
る
支
援
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
１
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　
①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー｢

す
く
す
く｣

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
１
月
18
日
㈭

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

募
集
人
数　

・
パ
ー
ト
主
任
支
援
員
14
人
程
度

・
パ
ー
ト
支
援
員　
　
37
人
程
度

・
パ
ー
ト
代
替
支
援
員
25
人
程
度

資
格
要
件　

次
の
①
～
⑥
の
う

ち
、
１
つ
以
上
を
満
た
す
人

①
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

研
修
修
了
証
を
有
す
る
人

②
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

③
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

又
は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る
資

格
を
有
す
る
人

④
２
年
以
上
、
助
産
施
設
・
乳
児

院
・
母
子
生
活
支
援
施
設
・
保

育
所
（
園
）・
児
童
厚
生
施
設
・

児
童
養
護
施
設
な
ど
に
従
事
し

た
こ
と
の
あ
る
人

⑤
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る

人
⑥
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ

る
人

雇
用
期
間　
４
月
～
平
成
31
年
３

月
勤
務
日　
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
日

申
込
締
切
日　
１
月
26
日
㈮

申
込
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を

貼
布
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

選
考
方
法　
面
接
・
書
類
選
考

※　

雇
用
条
件
な
ど
、
ご
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
分
の
給
与
支
払
報
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
に
は
、
必
ず
平
成
30
年
度

の
様
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
市
役
所
税
務
課

対
象　
平
成
30
年
１
月
１
日
に
浜

田
市
に
住
所
が
あ
る
人

※　
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
人

の
給
与
支
払
報
告
書
も
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法　
給
与
支
払
報
告
書
は
、

正
本
と
副
本
の
２
部
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
正
本
に
は
浜
田

市
提
出
用
の
総
括
表
と
徴
収
区

分
仕
切
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付

け
ま
す
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
㈬

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
、

光
デ
ィ
ス
ク
や
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
の

提
出
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

　
個
人
や
法
人
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
事

業
用
償
却
資
産
の
所
有
状
況
を
申

告
期
限
ま
で
に
申
告
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　
１
月
31
日
㈬

※　
償
却
資
産
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
償
却
資
産
申
告
書
（
12
月

中
旬
送
付
済
み
）
に
同
封
し
て

い
る
「
申
告
の
手
引
き
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
償
却
資
産
の
申
告
書
が
届
い

て
い
な
い
人
、
又
は
圧
着
は
が

き
で
申
告
案
内
が
あ
っ
た
人
で

資
産
の
増
減
が
あ
る
場
合
は
、

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
資
産
税
課
資
産
税
第
一

係・第
二
係
（
☎
�
９
２
３
３
）

平
成
30
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
居
場
所

入
会
児
童
を
募
集
し
ま
す

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金（
修

学
資
金
な
ど
）
貸
付
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

平
成
30
年
度
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す

平
成
30
年
度
償
却
資
産
（
固

定
資
産
税
）
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
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療
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健 康 コラムコラム
介護予防には「フレイル」対策を！

②適度な運動
日常生活に運動を取り入れましょう。十分
なストレッチを取り入れながら、歩く時間
を増やすなど、無理のない範囲で行いま
しょう。

③社会参加
趣味の活動、町内会やボランティア活動な
ど地域の中で自分にあった活動をみつける
ことがフレイル予防に効果的です。人との
交流が心身の健康によい影響を与えます。

　フレイルに早く気付き、正しく予防や治療
を行うことで、要介護状態に陥ることを減ら
せる可能性があります。できることから取り
組んでいきましょう。

フレイルの基準　チェックしてみましょう！
□体重が減った（年間4.5㎏又は５％以上の

意図しない体重減少）
□疲れやすい（何をするにも面倒だと週に３

～４日以上感じる）
□歩くのが遅くなった
□筋力の低下
□出かけたり、動く量が減った
　３項目以上該当するとフレイル、１～２項
目該当の場合はフレイルの予備軍です。

（健康長寿課）

フレイルって何？
　フレイルとは、日本語に訳すと「虚弱」や「老
衰」を意味する言葉です。医学的には、加齢と
ともに筋力や認知機能、活力などが低下し、生
活機能障害や要介護状態に陥りやすい状態のこ
とを言います。
（一般社団法人日本老年医学会が提唱）

３つのフレイル
身体的なフレイル

年齢とともに筋肉が減り、転倒のリスクが高
まります。原因として低栄養や食べる機能の
低下などがあげられます。

精神的なフレイル
意欲や気力、判断力が低下します。うつ病や
認知症になるリスクが高まります。

社会的なフレイル
外出が減り、閉じこもりがちとなります。人
との交流がなくなり、孤立していきます。

予防・対策
①バランスの良い食事

１日３食を規則的に、バランス良く摂ること
を心掛け、食べる量が減っても、食べる種類
は減らさないようにしましょう。筋肉と骨に
必要なたんぱく質やカルシウムを摂ることが
ポイントです。

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

（☎�７７００）
申込受付時間　14：00～16：00

実施期間
２月28日㈬まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14：30～15：00
検査時間　15：00～17：00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳～49歳の女性

実施期間 ２月28日㈬まで

実施場所

江木医院（☎�１１８１）（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
（☎�７７００）（要予約）
予約受付時間　14：00～16：00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　　9：00～　9：30
検査時間　10：00～

①　検診会場で容器を配布します（検診日
程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、２～３
週間で受診者へ送付されます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

対象　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
※　今年度、職場健診や人間ドックなどで大腸がん

検診を受診された人は、受ける必要はありません。
受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。右図の流れ

を確認し、間違いのないようにお願いします。
浜田自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

１月16日㈫

10：00～10：30 大麻公民館
13：00～13：30 美川公民館
14：00～14：30 美川公民館西分館
15：00～15：30 櫟田原公民館

１月17日㈬
　9：30～10：30 長浜公民館
11：00～11：30 長浜商港会館
13：30～14：30 周布公民館

１月18日㈭ 　9：30～10：30 石見公民館
13：00～13：30 長沢２町内児童館

１月19日㈮ 10：00～11：00 国府公民館
13：30～14：00 国府公民館有福分館

１月22日㈪
　～25日㈭ 　9：00～17：00 市役所地域医療対策課

　
精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、

所
得
税
及
び
市
民
税
県
民
税
の
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
対
象
に
該
当
す
る
人
は
、

市
役
所
健
康
長
寿
課
又
は
各
支
所

市
民
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
が
、
同
等
の

障
が
い
の
あ
る
人

※　
既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
、

認
定
書
を
持
っ
て
い
る
人
で
前

年
度
と
障
が
い
の
程
度
が
変
わ

ら
な
い
人
は
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
30
万
円

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　
27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　
40
万
円

※　
障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

は
、
市
民
税
県
民
税
が
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士

資
格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の

貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付

事
業

対
象　
平
成
30
年
度
に
保
育
士
養

成
施
設
在
学
者
で
、
卒
業
後
県

内
の
保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤

務
し
よ
う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円

※　
そ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
世
帯

な
ど
へ
は
、
入
学
準
備
金
20
万

円
以
内
、
就
職
準
備
金
20
万
円

以
内
、
生
活
費
加
算
が
あ
り
ま

す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登

録
を
し
て
、県
内
保
育
所（
園
）

な
ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は

３
年
間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

申
込
締
切
日　
１
月
31
日
㈬

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
生
活

支
援
部
福
祉
資
金
係

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
９
６
）

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

の
応
募
者

貸
与
額　

①
県
社
協
貸
付
決
定
者　
　

月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者　

月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登

録
を
し
て
、市
内
保
育
所（
園
）

な
ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合

は
、
全
額
免
除

申
込
締
切
日　
県
社
協
貸
付
決
定

な
ど
の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

浜　田　市
検診の流れ

受　診　者

検　査　機　関

１月各種がん検診の日程
　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

大腸がん検診を受けましょう

所
得
税
・
市
民
税
県
民
税
の

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

を
し
ま
す

健
康
・
福
祉

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
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まちかど
伝言板

市
内
の
高
校
生
（
新
１
年
生
）
を

対
象
と
す
る
平
成
30
年
度
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
平
成
30
年
度
に
市
内
の
高
等
学
校

に
進
学
す
る
生
徒

・
在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒

定　
若
干
名

支
給
金
額　
年
間
12
万
円

支
給
期
間　
平
成
30
年
４
月
～
平
成

31
年
３
月
（
継
続
は
１
年
ご
と
の

手
続
に
よ
り
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

願
書
提
出
先　
市
内
各
中
学
校

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問

・
市
内
各
中
学
校

・
浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
☎
�
９
６
５
１
）

　
次
の
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
随
時

募
集
し
ま
す
。

※　
募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

※　
各
募
集
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅

募
集
住
宅　

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
弥
栄
】
栃
木
住
宅

【
三
隅
】
若
者
住
宅

問　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店（
☎
�
１
２
０
３
）

http://nakata-koum
uten.

hp.gogo.jp/pc/index.htm
l

三
隅　
㈱
コ
ム
サ（
☎
�
２
９
９
９
）

http://www.iwam
i.or.jp/m

oritani/

募
集
住
宅　
日
脚
大
久
保
住
宅
（
高

齢
者
向
け
）・波
佐
住
宅
・旭
イ
ン

タ
ー
団
地
な
ど

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.
jp/chintai/

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.jp/

海
外
で
の
交
流
体
験
を
と
お
し

て
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
。
事
前
研
修
で
は
仲

間
作
り
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校
生

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ・英
語
研
修・

文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外
活

動
な
ど

生
活
文
化
体
験　
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン

ボ
ジ
ア

英
語
研
修　
カ
ナ
ダ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

ス
ク
ー
ル
体
験　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
日　
３
月
22
日
㈭
～
４
月
４
日
㈬
の

内
、
６
～
10
日
間

申
込
締
切
日　
２
月
１
日
㈭

※　

１
月
22
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
む

と
料
金
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※　
定
員
や
参
加
費
な
ど
、
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
山
村
さ
ん
（
☎
０
３
‐
６
４
１
７

‐
９
７
２
１
）

http://w
w

w
.kskk.or.jp

　
終
活
上
の
法
律
問
題
・
建
設
業
許

認
可
・
外
国
人
相
談
・
自
動
車
登
録
・

車
庫
証
明
・
内
容
証
明
・
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

日　
１
月
15
日
㈪

午
前
９
時
～
正
午

　
く
ら
し
・
仕
事
で
発
生
す
る
様
々

な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
電
話
・
面

談
で
何
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日　
１
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮

午
前
11
時
～
午
後
６
時

電
話
相
談
（
☎
０
１
２
０
‐
５
０
６

‐
６
２
９
）

面
談
相
談
（
要
予
約
）

場　
中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店
２
階

会
議
室

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
☎
０
１
２
０-

１
５
４-

０
５
２
）

場　
浜
田
公
民
館

※　
電
話
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

料　
無
料

問　
島
根
県
行
政
書
士
会
浜
田
支
部

山
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
５
６
９

９
‐
９
５
３
６
）

国際交流員コラム

　皆さんは「 (シャシュエイ) (タン)」
をご存知ですか。「下水の湯に体を浸す」な
んて、字を見るだけで鳥肌が立ちますね。さ
らに、「これは料理の名前ですよ」と言われ
たら、日本人としては絶対に食べたくないで
しょう。しかし、これは台湾の伝統料理で、
動物の内臓のスープを意味します。台湾の特
殊な使い方で、通常中国本土では「 (シャ )

(シュエイ)」と書けば、「水に入る」の意
味が第一にきます。
　中国と日本で同じ漢字を使っても、このよ
うに意味が全然違う言葉はたくさんあり、「日
中同形語」と言います。日本語を習い始めた
頃は、日本語の意味を聞いてとても驚きまし
た。例えば、「手紙」は中国語では「トイレッ
トペーパー」の意味です。中国人に「好きな
人に手紙を送った」という文章を見せたら、
「好きな人にトイレットペーパーをあげた」
と理解され、呆然とされそうです。また、「愛
人」は「配偶者」の意味で、中国人は「 (ジュ
ア) (シー ) (ウォドゥアイレン)」（こ
ちらは私の愛人です。）と胸を張って言えま

す。ほかにも、「勉強」は「無理をする」、「若妻」
でも「老婆」と呼び、「赤身」は「裸になる」
など、面白い日中同形語がたくさんあります。
　漢字は中国から日本に伝わってきました
が、中国も日本から多くの言葉を取り入れて
います。まずは、近代日本が西洋から吸収し
た様々な概念に日本の漢字を当てたものを中
国がそのまま取り入れた言葉です。例えば「経
済」「科学」「文化」などです。そして、近年、
日本のアニメ文化、食文化が次々と中国に入
り、日本語の発音がそのまま使われることも
あります。例えば、「可

か わ い

愛い」は発音のまま
漢字を当て、「 (カ) (ワ) (イー )」と使わ
れています。
　漢字は先祖から引き継がれてきたとても大
切な宝物であるとともに、中国と日本の文化
交流においても大きな役割を果たしていま
す。たまにはスマホやパソコンから離れて、
漢字を書いてみませんか。

中国と日本、面白い漢字

于
う

　清
せ い

    

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
で

は
、
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
と
し

て
、
派
遣
希
望
が
あ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
・
事
業
所
に
本
組
合
が

委
嘱
し
た
介
護
相
談
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
話
を
聞
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
事
業
者
や
行
政
と
の
橋
渡

し
を
し
な
が
ら
問
題
の
改
善
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
介
護
相
談
員
が
介
護
サ
ー
ビ
ス

施
設
・
事
業
所
を
訪
問
し
た
際
に

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

平成29年度国民年金保険料納付額
※　平成30年度保険料額は、2月下旬に告示される予定です。

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納付及び
翌月末振替の口座振替） 16,490円 －
毎月振替【早割】（当月末振替の口座振替） 16,440円 50円
６か月分前納（現金納付） 98,140円 800円
６か月分前納（口座納付） 97,820円 1,120円
１年分前納（現金納付） 194,370円 3,510円
１年分前納（口座納付） 193,730円 4,150円
２年分前納（現金納付） 379,560円 14,400円
２年分前納（口座振替） 378,320円 15,640円

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
保
険
料
が
割
引
に
な
る｢

前

納
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

　
前
納
制
度
に
は
、
口
座
振
替
・

現
金
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
が
あ
り
ま
す
。

※　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の

割
引
額
は
現
金
納
付
と
同
じ
で

す
。

事
前
申
込
み　
前
納
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
事
前
に
申
込
み
が
必

要
で
す
。
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募

集

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

奨
学
生
募
集

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

相

談

く
ら
し
の
困
り
ご
と

「
行
政
書
士
」に
聞
い
て
み
よ
う

行
政
書
士
無
料
相
談
会

「
く
ら
し･

仕
事
」

悩
み
事 

出
張
相
談
会
in
浜
田

保
険
・
医
療
・
年
金

介
護
相
談
員
派
遣
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

　

　

　



☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告
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高
齢
者
の
骨
折
の
原
因
の
多
く
は

骨
そ
し
ょ
う
症
で
あ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
だ
け
で
は

な
く
若
い
人
や
男
性
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
骨
そ
し
ょ
う
症
の
原
因

と
起
こ
り
や
す
い
骨
折
、
治
療
法
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

日　
１
月
17
日
㈬

午
後
６
時
～
７
時

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

ホ
ン
ト
に
コ
ワ
い
骨
そ

し
ょ
う
症

講
師　
柿
丸
裕
之
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
整
形
外
科
部
長
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
☎
�
０
５
０
５
）

中
国
文
化
サ
ロ
ン
～
于う

せ
い清

と
一
緒
に

太
極
拳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か（
二
）～

浜
田
市
国
際
交
流
員
の
于
清
さ
ん

と
一
緒
に
前
回
に
引
き
続
き
太
極
拳

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
腰
痛

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
１
月
14
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時

場　
石
見
公
民
館　
研
修
室

定　
15
人

料　
１
５
０
円
（
傷
害
保
険
代
）

申
込
締
切
日　
１
月
９
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
、
汗
ふ
き
用
タ
オ

ル
、
マ
ッ
ト
、
飲
物
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室
～
ニ
ュ
ン
と
ベ

ト
ナ
ム
カ
レ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
～

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
カ
レ
ー
は
家
庭

料
理
で
は
な
く
、
ご
馳
走
で
す
。
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ン
ド
の
食
文
化
を
受
け

た
ベ
ト
ナ
ム
カ
レ
ー
を
国
際
交
流
員

の
ニ
ュ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。

日　
１
月
20
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
石
見
公
民
館

定　
20
人

料　
７
０
０
円
（
会
員
３
５
０
円
）

申
込
締
切
日　
１
月
18
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
１
月
20
日
㈯　
午
後
２
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　
事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　
‐
５
９
６
０
）

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
鉄
棒
な
ど
の
体

操
器
具
や
、
卓
球・バ
ド
ミ
ン
ト
ン・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技
、
新
感
覚

綱
渡
り
ス
ポ
ー
ツ
「
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ

ン
」
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
夏
よ
り
熱
い
冬
が
来
る
」
冬
の

島
根
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
雪
合
戦

に
県
内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参

戦
し
ま
す
。
白
銀
の
世
界
で
の
熱
い

戦
い
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
今
回
は
地
域
の
有
志
に
よ
る
バ

ザ
ー
の
ほ
か
、
記
念
大
会
と
し
て
ス

イ
ー
ツ
Ｇ
Ｐ
や
Ｖ
Ｒ
体
験
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

日　
１
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

場　
市
木
ふ
れ
あ
い
広
場

（
天
候
に
よ
り
会
場
変
更
あ
り
）

問　
島
根
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員

会
（
☎
�
１
４
４
０
）

　
浜
田
で
と
れ
た
鮮
魚
や
干
物
、
浜

田
の
銘
菓
や
石
見
の
焼
物
な
ど
、
こ

だ
わ
り
の
商
品
が
大
集
合
。
地
元
の

商
品
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
浜
田
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。
が

ら
ぽ
ん
抽
選
会
や
し
ま
ね
っ
こ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
い
ま
す
。

日　
１
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

日　
１
月
20
日
㈯

　
午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
休
館
日
）

（
☎
�
１
２
０
１
）

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田　
ゆ
め
広
場

問　
は
ま
だ
産
業
振
興
機
構

（
☎
�
９
５
０
２
）

有
福
温
泉
の
周
辺
を
散
策
し
ま

す
。
温
泉
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を
紐
解

き
、
な
ぜ
こ
こ
に
沸
く
の
か
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
探
り
ま
す
。

日　
１
月
28
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
国
府
公
民
館
有
福
分
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　
午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

就
職
し
た
い
が
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

な
ど
、
就
職
活
動
に
行
き
詰
ま
っ
て

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
個
別
相
談

も
行
い
ま
す
。

日　
２
月
２
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
い
わ
み
ー
る　
会
議
室
１

講
師　

越
野
由
美
子
さ
ん
（
２
級

キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
士
）

内
容

　
第
１
講
座
「
準
備
と
行
動
」

　
第
２
講
座
「
応
募
書
類
の
作
成
」

　
第
３
講
座
「
面
接
Ｑ
＆
Ａ
」

定　
先
着
20
人

料　
無
料

申
・
問　
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田
（
☎
�
５
１
１
１
）

自
衛
官
候
補
生
と
は

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自
衛

官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
自
衛

官
候
補
生
と
し
て
３
か
月
間
の
教
育

訓
練
を
修
了
後
、
２
等
陸
・
海
・
空

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
、
激
動

の
時
代
へ
と
進
む
中
、
当
時
の
若
き

石
見
の
文
人
た
ち
が
遺
し
た
俳
句
・

絵
画
・
書
・
漢
詩
な
ど
の
作
品
を
寄

書
き
帖
「
玉
石
同
架
」
か
ら
皆
さ
ん

に
初
披
露
し
ま
す
。
亀
井
初
久
・
橋

本
明
治
・
喜
代
吉
四
十
三
な
ど
の
14

人
で
す
。

日　
１
月
４
日
㈭
～
３
月
20
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日

場　
浜
田
郷
土
資
料
館

料　
無
料

問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

日　
１
月
７
日
㈰　
午
前
９
時

場　
島
根
県
立
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
荒
天
時
、島
根
県
立
大
学
講
堂
）

一
斉
放
水　
午
前
11
時
30
分
頃

浜
田　
浜
田
市
役
所
裏
浜
田
川

金
城　
雲
城
駐
在
所
前
浜
田
川

三
隅　
天
満
橋
上
流
三
隅
川

災
害
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
目
的

に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
消
防
庁

の「
災
害
伝
承
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
を
活
用
し
、
遠
く
宮
城
県
よ
り

講
師
を
招
き
、
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
や
地
域
で
の
防
災
活
動
実
績
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　
１
月
13
日
㈯　
午
後
１
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
い
わ
み
ー
る　
体
育
室

演
題
・
講
師

　
「
隗か

い

よ
り
始
め
よ
」

　
菅
原
康
雄
さ
ん
（
宮
城
県
仙
台
市

福
住
町
町
内
会
長
）　

料　
無
料

問　
本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

幅
広
い
学
習
活
動
と
仲
間
づ
く
り

を
と
お
し
て
、
60
代
か
ら
の
生
き
が

い
づ
く
り
を
応
援
す
る
シ
マ
ネ
ス
ク

市
内
小
中
学
校
特
別
支
援
学
級
と

浜
田
養
護
学
校
児
童
生
徒
の
、
平
素

の
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
、
生
き
生
き

と
し
た
子
ど
も
ら
し
い
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

日　
１
月
12
日
㈮
～
19
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

※　
12
日
は
午
後
５
時
か
ら
、
19
日

は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田　
ゆ
め
広
場

料　
無
料

問　
弥
栄
中
学
校　
山
田
さ
ん

（
☎
�
２
２
３
９
）

※　
午
前
７
時
に
防
災
無
線
を
使
い
、

消
防
団
員
の
召
集
を
行
い
ま
す
。

※　
諸
事
情
に
よ
り
、
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　
消
防
本
部
警
防
課
消
防
団
係

（
☎
�
５
１
６
７
）

く
に
び
き
学
園
で
は
、
学
園
説
明
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　
１
月
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・
２
月

６
日
㈫
・
23
日
㈮

場　
い
わ
み
ー
る

料　
無
料

申
込
方
法　
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　
開
催
要
項
・
チ
ラ
シ
・
申
込
書

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.fu

k
u

sh
i-

shim
ane.or.jp/kunibiki/

申
・
問　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事

務
局
（
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

石
見
支
所
）（
☎
�
９
３
３
６
）

士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

任
用
期
間
は
、
陸
上
自
衛
官
は
１

年
９
か
月
、
海
上
・
航
空
自
衛
官
は

２
年
９
か
月
を
１
任
期
と
し
て
任
用

さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
勤
務
を
希

望
す
る
場
合
は
、
選
考
に
よ
り
２
年

を
任
期
と
し
て
継
続
任
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

試
験
内
容　
筆
記
試
験・口
述
試
験・

適
性
検
査
・
身
体
検
査

試
験
日　
２
月
３
日
㈯
・
24
日
㈯

場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

申
込
締
切
日

　
各
採
用
試
験
日
の
前
日

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

浜
田
出
張
所（
☎
�
１
３
３
４
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

浜
田
国
際
交
流
協
会

太
極
拳
教
室
・
料
理
教
室

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

県
立
体
育
館

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

第
20
回
島
根
県
雪
合
戦
大
会

～
雪
合
戦　
旭
２
０
１
８
～

浜
田
物
産
展

第
１
８
４
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

資
格・試
験

自
衛
官
候
補
生
【
男
子
】

陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊

イ
ベ
ン
ト

浜
田
郷
土
資
料
館

芸
術
へ
の
夢
・

熱
き
石
見
の
文
人
た
ち

平
成
30
年
浜
田
市

　
　
　
消
防
出
初
め
式

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

シ
マ
ネ
ス
ク
く
に
び
き
学
園

学
園
説
明
会

ふ
れ
あ
い
作
品
展

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
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今福優さん（撮影：高田健司さん）

日
開
催
し
ま
す
。

※　
ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
天
候
に
よ

り
、
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

シ
ロ
イ
ル
カ　
み
っ
け
！

特
別
展
「
幸
せ
を
お
届
け
！
シ
ロ

イ
ル
カ
写
真
展
」
で
、
シ
ロ
イ
ル
カ

を
「
み
っ
け
」
し
よ
う
。

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日　
１
月
22
日
㈪

午
前
10
時
30
分
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
飾
り
巻
き
寿
司
を
作
ろ
う
」

　
節
分
に
向
け
て
か
わ
い
い
巻
き
寿

司
を
作
ろ
う

対
象　
小
学
生
以
上

日　
１
月
28
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

講
師　
ア
ク
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

料　
小
学
生
以
上　
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

年
末
年
始
は
休
ま
ず
開
館

　
新
年
１
回
目
の
休
館
日
は
１
月
９

日
㈫
で
す
。

幸
せ
を
お
届
け
！
シ
ロ
イ
ル
カ
写
真
展

飼
育
ス
タ
ッ
フ
に
し
か
撮
れ
な
い

よ
う
な
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
あ
ん
な

シ
ョ
ッ
ト
・
こ
ん
な
シ
ョ
ッ
ト
を
一

挙
公
開
！！

日　
１
月
22
日
㈪
ま
で

場　
３
階
特
別
展
示
室

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ
ア
ー

　
飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
ま
す
。

日　
２
月
25
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

①
午
前
11
時
～
・
②
午
後
２
時
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
回
先
着
15
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　
冬
限
定
の
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
の

お
散
歩
タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

日　
３
月
31
日
㈯
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　
冬
休
み
・
春
休
み
期
間
は
、
毎

企
画
展
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ゴ
ー
リ
ー

の
優
雅
な
秘
密
」
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
手
紙
を
贈
る
。

封
筒
で
遊
ぶ
。」（
絵
封
筒
教
室
）

ゴ
ー
リ
ー
は
母
に
宛
て
て
絵
封
筒

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
実
際

に
郵
送
で
き
る
絵
封
筒
を
作
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
校
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日　
１
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
講
義
室

講
師　
井
村
恵
美
さ
ん
（
郵
政
博
物

館　
主
席
学
芸
員
）

定　
先
着
20
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
６
�
１
８
８
４
）

E-m
ail

：zaidan@
grandtoit.jp

※　
企
画
展
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ゴ
ー

リ
ー
の
優
雅
な
秘
密
」
の
会
期

は
、
２
月
５
日
㈪
ま
で
で
す
。

今
福
優　
新
春
太
鼓
祈
願
２
０
１
８

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

ー
舞
わ
せ
る
太
鼓　
踊
ら
せ
る
太
鼓

祈
り
、
打
つ
！
ー

　
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
ス
タ
イ
ル
の

太
鼓
で
踊
ら
せ
る「
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
」、

石
見
伝
統
の
リ
ズ
ム
で
舞
う
「
道
川

神
楽
社
中
」、
そ
し
て
真
摯
な
打
ち

込
み
で
魅
せ
る
今
福
優
率
い
る
「
今

福
座
」
が
、舞
っ
て
、舞
わ
せ
る
「
新

春
太
鼓
祈
願
」
！

出
演　
今
福
座（
今
福
優・末
長
愛・

堂
本
英
里
）、
道
川
神
楽
社
中
、

地
元
太
鼓
団
体

特
別
ゲ
ス
ト　
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｏ

日　
１
月
14
日
㈰　
午
後
１
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

会
員
優
待
価
格　

１
０
０
０
円

（
当
日
同
料
金
）

一
般　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

（
当
日
２
５
０
０
円
）

高
校
生
以
下　
　

１
０
０
０
円

（
当
日
１
５
０
０
円
）

未
就
学
児　
　
　
無
料

日　
３
月
４
日
㈰

受
付　
午
前
８
時
50
分
～
９
時
15
分

場　
浜
田
市
陸
上
競
技
場
（
発
着
）

料　
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

高
校
生　
　
　
　

１
０
０
０
円

中
学
生　
　
　
　
　
７
０
０
円

小
学
生　
　
　
　
　
５
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ

２
０
０
０
円

１
部
（
５
㎞
）

Ａ
＝
中
学
卒
業
～
20
歳
未
満
男
子

Ｂ
＝
20
歳
以
上
～
30
歳
未
満
男
子

Ｃ
＝
30
歳
以
上
～
40
歳
未
満
男
子

Ｄ
＝
40
歳
以
上
～
50
歳
未
満
男
子

Ｅ
＝
50
歳
以
上
男
子

２
部
（
３
㎞
）

Ｆ
＝
60
歳
以
上
男
子

Ｇ
＝
中
学
校
１
年
生
男
子

Ｈ
＝
中
学
校
２
・
３
年
生
男
子

Ｉ
＝
一
般
・
高
校
生
女
子

Ｊ
＝
中
学
校
１
年
生
女
子

Ｋ
＝
中
学
校
２
・
３
年
生
女
子

３
部
（
２
㎞
）

Ｏ
＝
小
学
校
４
年
生
男
子

Ｐ
＝
小
学
校
５
年
生
男
子

Ｑ
＝
小
学
校
６
年
生
男
子

Ｕ
＝
小
学
校
４
年
生
女
子

Ｖ
＝
小
学
校
５
年
生
女
子

Ｗ
＝
小
学
校
６
年
生
女
子

４
部
（
１
㎞
）

Ｌ
＝
小
学
校
１
年
生
男
子

Ｍ
＝
小
学
校
２
年
生
男
子

Ｎ
＝
小
学
校
３
年
生
男
子

Ｒ
＝
小
学
校
１
年
生
女
子

Ｓ
＝
小
学
校
２
年
生
女
子

Ｔ
＝
小
学
校
３
年
生
女
子

５
部
（
１
㎞
）

Ｘ
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学
生
又
は
幼

児
を
含
む
家
族
で
構
成
し
た
チ
ー

ム
で
５
人
以
内
）

Ｙ
＝
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
又
は
幼
児

を
含
む
団
体
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

で
５
人
以
内
）

※　
幼
児
は
自
力
で
１
㎞
を
走
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

申
込
締
切
日　
２
月
13
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://ham
adarikujyou.sakura.

ne.jp/

※　
申
込
み
に
併
せ
て
、
参
加
料
を

郵
便
振
替
で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
口
座
番
号
０
１
３
６
０
‐
５

‐
７
２
９
４
５　
浜
田
市
陸
上
競

技
協
会
）

申　
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

Em
ail:ham

ariku@
arom

a.ocn.
ne.jp

問　
三
隅
中
学
校
内　
小
谷
信
介
さ

ん
（
☎
�
０
０
６
２
）

　
冬
季
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
た

め
に
、
手
軽
に
楽
し
め
る
室
内
ペ
タ

ン
ク
の
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
高
学
年
以
上

日　
２
月
18
日
㈰　
午
前
９
時
～
午

後
４
時
30
分
（
予
定
）　

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

定　
32
チ
ー
ム

料　
１
チ
ー
ム　
　

３
０
０
０
円

弁
当
代
（
１
人
）
　
７
０
０
円

競
技
方
法　
日
本
ペ
タ
ン
ク
・
ブ
ー

ル
連
盟
の
競
技
規
則
を
準
用
し
、

ト
リ
プ
ル
ス
で
行
い
ま
す
（
３
人

１
チ
ー
ム
に
よ
る
団
体
戦
）。

申
込
締
切
日　
２
月
10
日
㈯

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
・
弁
当
代
を

添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　
鳥
落
隆
子
さ
ん

（
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８
１

３
）

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　
２
月
１
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　
20
人
（
抽
選
）

※　
抽
選
の
結
果
を
申
込
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

料　
５
０
０
円

申
込
期
間　
１
月
４
日
㈭
～
12
日
㈮

　
午
後
５
時
15
分
ま
で

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　
本
庁
水
産
振
興
課
内　
浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
【
〒
６
９

　
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市
殿
町
１

　
（
☎
�
９
５
２
０・▢ＦＡＸ
�
３
７
０
１
）】

Em
ail:suisan@

city.ham
ada.lg.jp

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

島
根
県
フ
ロ
ア
ー
ボ
ー
ル
大
会

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室
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本
展
で
は
、
現
在
活
躍
中
の
造
形

作
家
４
人
に
よ
る
、
新
聞
紙
を
使
っ

て
制
作
さ
れ
た
作
品
を
一
堂
に
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

会
期
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た

が
、
新
聞
紙
ア
ー
ト
の
魅
力
が
た
っ

ぷ
り
と
詰
ま
っ
た
本
展
を
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
１
月
14
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

　
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
20
日
㈯
か

ら
恒
例
の
「
浜
田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ

ン
ダ
ン
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
も
浜
田
の
子
ど
も
た
ち
と
海

外
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
パ
ワ
ー
溢
れ
る
作
品
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
昨

秋
行
っ
た
国
際
交
流
事
業
で
制
作
し

た
作
品
も
あ
わ
せ
て
披
露
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
作
品
を
介
し
て
、
世

界
の
子
ど
も
た
ち
と
心
温
ま
る
交
流

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会
期　
３
月
４
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

１
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
　
　
　
50
円

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
６
年
間
続

け
て
出
品
し
て
く
れ
た
お
友
達
と

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

◎
１
月
20
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

１
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

◆
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
倒
そ
う
！

　
新
聞
紙
展
の
一
部
作
品
を
作
家
と

観
覧
者
で
解
体
し
ま
す
。
解
体
後
は

作
品
に
変
身
さ
せ
て
、
持
っ
て
帰
れ

ま
す
。

◎
１
月
13
日
㈯　
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
14
日
㈰　
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

指
導　
関
口
光
太
郎
さ
ん

場
所　
４
階
展
示
室

※　
展
覧
会
の
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

※　
14
日
は
作
家
不
在
で
開
催
で
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
新
聞
紙
で
万
年
カ
レ
ン
ダ
ー
》

　
新
聞
紙
で
お
し
ゃ
れ
に
飾
っ
た
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
。

◎
１
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬

定
員　
各
日
先
着
60
人

参
加
費　
５
０
０
円

《
新
聞
紙
で
か
ざ
る
羽
子
板
づ
く

り
》

　
木
で
作
る
本
格
的
な
羽
子
板
に
、

新
聞
紙
を
使
っ
て
飾
る
よ
。

◎
１
月
６
日
㈯
～
８
日
㈷

参
加
費　
３
０
０
円

《
新
聞
紙
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

　
新
聞
紙
を
工
夫
し
て
作
ろ
う
。

◎
１
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
ブ
ー
タ
ン
の
風
》

　
ブ
ー
タ
ン
か
ら
の
研
修
員
さ
ん
に

教
わ
っ
て
作
ろ
う
。

◎
１
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
す
す
め
！
ビ
ー
玉
く
ん
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
迷
路
を
作
り
、

ビ
ー
玉
を
転
が
し
て
遊
ぼ
う
。

◎
１
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

１
月
の
休
館
日

年
始　
１
日
㈷

月
曜
日　
15
日
・
22
日
・
29
日

振
替　
９
日
㈫

展
示
替　
16
日
㈫
～
19
日
㈮

まとあてゲーム

展示室の様子

　
石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
「
石
本

正
作
品
選
Ⅳ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
作

品
の
中
か
ら
、
厳
選
し
た
約
40
点
の

代
表
作
を
展
示
し
、
浜
田
市
三
隅
町

出
身
の
日
本
画
家
・
石
本
正
の
95
年

の
生
涯
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
示
室
で
は
「
石
本
正　
心

の
眼
１
～
私
を
感
動
さ
せ
た
日
本
画

～
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
絵
は
心
で
あ
る
」
と
い
う
思
い

を
大
切
に
し
続
け
た
石
本
正
が
、

は
っ
き
り
と
感
動
を
覚
え
た
１
５
０

点
余
り
の
他
作
家
の
作
品
を
自
ら
の

心
の
眼
で
選
び
、
そ
れ
ら
の
作
品
は

２
０
１
０
年
に
増
設
さ
れ
た
新
館
に

収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。「
絵
を
見
る
と

き
は
、
名
前
や
肩
書
き
で
見
な
い
で

欲
し
い
。
先
入
観
を
持
た
ず
、
作
品

に
素
直
な
心
で
向
き
合
っ
て
ほ
し

い
」
と
願
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
、
心
あ

る
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
期

　
【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　
・
石
本
正
作
品
選
Ⅳ

　
【
企
画
展
示
室
】

　
・
石
本
正 

心
の
眼
１
～
私
を
感

動
さ
せ
た
日
本
画
～

　

１
月
２
日
㈫
～
３
月
18
日
㈰

料
金　

　
一
般　
　
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
高
大
生　
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　
２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

※　
年
始
は
１
月
２
日
㈫
か
ら
開
館

し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

干
支
展
‐
２
０
１
８
戌
‐

日
時　
１
月
２
日
㈫
～
21
日
㈰

　お正月の空に揚がる色とりどりの凧。近頃そんな光景もだんだん少なくなってきました。昔ながらのお
正月の遊び「凧揚げ」を、自分だけの凧を手作りするところから楽しみませんか？
　日時　１月６日㈯　午後１時～３時　　料金　５００円　　定員　30人

　毎年人気の「布ぞうり」作り。古布が有効活用できるし、履けば気持ちいいし、洗えるし、床掃除もで
きちゃう…と、いいことずくめです。自分で作った布ぞうりで、毎日気持ちよく過ごしましょう！
　日時　１月27日㈯　午後１時～４時　　講師　古森トシ子さんとお仲間たち
　料金　５００円（布持参の人は１００円）※　浴衣１着分くらいの古布（綿）があれば作れます。
　定員　10人　※　要予約　

　古布でめびな・おびなのまめびなを作ります。普段裁縫をされない人でも簡単に作れます。
　日時　２月４日㈰　午後１時～３時　　講師　吉岡昌子さん・岩本直子さん
　料金　１０００円　　定員　15人　※　要予約
　持ってくるもの　裁縫道具（針・はさみ）※　糸は用意します。

川端健生「昔日」1993年

■
新
春
石
見
神
楽
上
演

年
初
め
の
石
見
神
楽
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◎
１
月
２
日
㈫
・
３
日
㈬
・
７
日
㈰
・

８
日
㈷
・
14
日
㈰

時
間　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
入
場
無
料

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.253

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

「
新
聞
紙
の
変
身
展
」

開
催
中

「
第
2１
回
浜
田
こ
ど
も

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
」
開
催

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎昔ながらのお正月の遊び「石州和紙で凧作りに挑戦！」

◎古布で布ぞうりをつくろう

◎古布でまめびなをつくろう
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
浜
田
市
民
、
浜
田
市
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
島
根
県
立
大
学
に

と
っ
て
、
大
き
な
変
化
の
年
と
な
り

ま
す
。
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
人
間

文
化
学
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
出

雲
キ
ャ
ン
パ
ス
は
看
護
栄
養
学
部
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
浜
田
キ
ャ
ン
パ

ス
は
改
革
元
年
を
迎
え
ま
す
。
浜
田

市
長
を
会
長
と
す
る
県
立
大
学
支
援

協
議
会
か
ら
の
新
学
部
の
設
置
要
望

に
対
し
、こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

　
本
年
も
、
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
が
街
中
に
出
て
ゆ
き
、
浜
田
を
盛

り
立
て
る
こ
と
に
一
層
貢
献
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
学
生
た
ち
は
総
合
政
策
学
と
し
て

多
岐
に
わ
た
る
科
目
を
学
ぶ
中
で
、

自
己
の
新
た
な
価
値
観
の
醸
成
と
自

立
心
を
培
う
た
め
、
卒
業
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
学
修
成
果
を
学
内
外
に

発
表
す
る
た
め
、「
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈬

　
午
後
０
時
45
分
～
２
時
40
分

会
場　
講
義
棟
大
講
義
室
２

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
調
整
室

（
☎
�
２
２
０
１
）

　
本
学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生

の
支
援
と
し
て
、
江
津
市
の
高
橋
晶

彦
さ
ん
か
ら
、
こ
の
秋
に
収
穫
さ
れ

た
新
米
１
５
０
㎏
（
30
㎏
×
５
袋
）

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
同
市
都
野
津
町
の

大
年
神
社
で
神
主
を
務
め
な
が
ら
、

お
米
作
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

収
穫
さ
れ
た
お
米
の
一
部
は
、
今
年

の
春
に
、
６
人
の
大
学
院
留
学
生
が

実
際
に
田
植
え
を
体
験
し
た
も
の
で

す
。
高
橋
さ
ん
か
ら
は
、
一
昨
年
よ

り
贈
呈
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

留
学
生
か
ら
、「
心
温
ま
る
日
本

の
皆
さ
ん
か
ら
の
支
援
に
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
新
米
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
学
業
に
励

み
、
日
本
と
母
国
の
国
際
交
流
の
橋

渡
し
役
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し

た
。

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
「
海
遊

祭
」
で
優
秀
な
展
示
・
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
行
っ
た
学
生
団
体
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
の
最
優
秀
団
体
は
、「
吹
奏

楽
部
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
11
団
体
が
優
秀
団
体

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
団
体

・
歌
唱
戦
線

・
軽
音
楽
部

・
よ
さ
こ
い
橙
蘭

・
あ
た
ま
ス
カ
ッ
と
B
I
N
G
O

・Yellow
 Kite

・
３
年
福
原
ゼ
ミ

・
は
ま
で
ぃ
あ
ん

・
華
道
部

・
島
根
県
立
大
学
鉄
道
研
究
会

・
茶
道
部

・
ダ
ン
ス
部

  

12
月
号
で
ご
案
内
を
し
ま
し
た

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル

ド
・
セ
ミ
ナ
ー
合
同
成
果
発
表
会
」

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　
１
月
25
日
㈭

　
午
後
１
時
10
分
～
３
時
30
分
（
予

定
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
２
階
な
ど

料
金　
無
料
（
途
中
入
退
場
自
由
）

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

貸出ベスト 10（平成 29 年 11 月期）
順位 タイトル 著者

1 この世の春　上 宮部　みゆき
2 マスカレード・ナイト 東野　圭吾
3 この世の春　下 宮部　みゆき
4 月の満ち欠け 佐藤　正午
5 武士マチムラ 今野　敏
6 AX 伊坂　幸太郎
7 覆面作家 大沢　在昌
8 蜜蜂と遠雷 恩田　陸
9 コンビニ人間 村田　沙耶香
10 西郷の首 伊東　潤

毒母ですが、なにか 山口　恵以子

　
冬
の
夜
空
を
み
ん
な
で
観
察
し
ま

せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
冬
の
月
に
つ
い
て
が

テ
ー
マ
で
す
。
図
書
館
の
本
な
ど
を

使
っ
て
調
べ
学
習
を
し
た
後
、
双
眼

鏡
を
使
っ
て
観
察
し
ま
す
。

日
時　
１
月
20
日
㈯　

　
午
後
６
時
～
８
時
（
予
定
）

場
所　
中
央
図
書
館
及
び
周
辺

対
象　
小
学
校
４
～
６
年
生
（
保
護

者
同
伴
）

定
員　
先
着
16
人

申
込
期
限　
１
月
16
日
㈫
ま
で

申
込
方
法　
中
央
図
書
館
に
電
話
又

は
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
年
末
年
始
の
休
館
期
間
に
返
却
日

は
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
休
館
中

に
本
を
返
却
さ
れ
る
場
合
は
、
各
館

の
返
却
ポ
ス
ト
（
弥
栄
図
書
館
を
除

く
。）
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
貸
出
を
し
た
館
に
関
わ
ら
ず
、
市

内
い
ず
れ
の
館
で
も
返
却
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
資
料
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め

返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
の
返
却
を
お
断
り
し

て
い
る
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
12
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
中
央
図
書
館
の
２
階
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
放
送
設
備
な
ど
が
備

わ
っ
て
お
り
、
会
議
や
研
修
な
ど
で

使
用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。

　
使
用
申
込
み
は
、
中
央
図
書
館
の

窓
口
で
使
用
日
の
月
の
２
か
月
前
の

初
日
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。（
１

月
は
、
３
月
中
の
使
用
日
ま
で
受
付

で
き
ま
す
。）
空
き
状
況
に
つ
い
て

は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
電

話
で
確
認
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、
中

央
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

施設名 定員 使用料
多目的ホール 80人

１時間
８００円

多目的第１ 60人 ６００円
多目的第２ 20人 ４００円

※　申請時間は、準備・片付けの時間も含みます。
※　駐車場は施設利用者は無料となります。（認証

を受ける必要があります）

　「用もないのに、ふと気がつくと便所
の中へ這

は い

入っている。」
　この一文は文豪横光利一の「書けない
原稿」、原稿〆切前の状態を書いたエッ
セイからの引用です。皆さんもこんな経
験ありませんか。例えば、夏休みの宿題。
読書感想文。勉強や仕事、期限までに片
付けなくてはいけない何かを前に頭を悩
ませた経験、誰しも一度はありますよね。
　ほかにも太宰治・江戸川乱歩・「サザ
エさん」の作者である長谷川町子・西加
奈子など、多数の文豪や人気作家の〆切
に関するエッセイや書簡が多数掲載され
ています。作家の苦悩に笑いと共感を呼
ぶこと請け合いの一冊、手にとってみま
せんか。

もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10：30
今月のテーマは「いぬ」
第 3 土曜日は「楽しいデコレーション」
を開催。

おはなしタンポポ ７日㈰ 15：00 お話を覚えて語るストーリーテリング
テーマトーク ８日㈷ 13：30 テーマ 「新春おもしろエッセイ特集」
電子紙芝居 13日㈯ 14：00「かさじぞう」、クイズほか

古典のよみきかせ 14日㈰ 13：30「高砂」結婚式の祝言謡「高砂や」で
著名な曲。住吉明神の示威

冬の星空観察会 20日㈯ 18：00 図書館周辺で星空の観察をします
子ども映画会 21日㈰ 13：30「うっかりペネロペ　みんなともだち編」
図書館シネマ 28日㈰ 13：30「そして父になる」（日本映画）
電子紙芝居 28日㈰ 14：00「くもの糸」、クイズほか

金
城

おはなし会と楽し
いおりがみ教室 13日㈯ 10：00 大型絵本、紙芝居の読み聞かせと楽しいおりがみ

教室テーマ「干支の「犬」をおりがみで作ろう♪」
旭 ブッくんタイム 10日㈬ 10：30 絵本の読み語りなど

三
隅

おはなし会と
ペタペタアートワーク 13日㈯ 10：30 絵本などの読み語りと楽しいかべの飾り付け

テーマ「掛け軸ししまいでハッピーニューイヤー」
冬のおはなし会 27日㈯ 14：00 小学生向けの読み語り

海遊祭優秀団体表彰式

左右社編集部/編　　東京：左右社
（分類　914.6　 シメ）　

図書館情報
開館時間 　月の休館日

中央図書館 ☎�0480 　9：00～19：00 10日㈪・24㈪
金城図書館 ☎�1823

　9：00～17：00
月曜日

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）
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vol.171
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

新
年
の
あ
い
さ
つ　
　
　
　

島
根
県
立
大
学　
清
原
正
義

平
成
29
年
度
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
の
ご
案
内

「
お
米
の
贈
呈
式
」
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

海
遊
祭
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図書館情報
開館時間 １月の休館日

中央図書館 ☎�0480 　9：00～19：00 ９日㈫・22日㈪
金城図書館 ☎�1823

　9：00～17：00 ９日㈫・15日㈪・
22日㈪・29日㈪・

31日㈬

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

「
冬
の
星
空
観
察
会
」

               
参
加
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集

年
始
は
１
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４
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ら
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目
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の
ご
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内

〆切本
司書のおすすめ
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「茶摘み娘」　高田雍一写真の部 「umiyo」　戸津川貴子書第１部

「深樹」　櫛本望聖絵画第１部

「蘭亭繭紙」　石田順子書第２部

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,736 19,254 21,405 40,659
金 城 1,898 2,090 2,222 4,312

旭 1,370 1,377 1,427 2,804
弥 栄 678 640 695 1,335
三 隅 2,873 2,916 3,210 6,126
合 計 26,555 26,277 28,959 55,236

人　口（11月末現在）

（単位：人）

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

浜田市広報係 Facebook
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

市長賞 受賞作品

第49回浜田市美術展


